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読者 の みお な さま へ 


こん な 動物 が 登場 し ます 動物 を 機械 的 
に 五 十 音 順に 並べ た も の で は あり ませ ん 。 系 


統 だ っ た 分 類 に 従っ て . われ われ の 親しみ や 
すい サル 類 か ら 始 め , 次 の 順序 と 二 数 で お 届 
けし て いま す 。 概説 (2 ), 貴 乳 類 (62), 鳥類 
(64)、 虫 ・ 両 生類 (16), 魚類 (16), 軟体 動 
物 ・ 昆 虫 類 ・ 甲 殻 類 ・ 膝 腸 動物 な どの 無 脊 椎 
動物 (32 )。 

総 目次 と 総 索 引 が つき ます 見 て , 読ん 
で , 楽し む “~ 百 科 ” と し て だ け で は な く , 引 
いて 調べ る 事典" と し て の 機能 を 完全 に す 
る た め , 16 冊 ご と に その 総 目 次 を つけ , また 
最終 192 号 に は 詳細 な 総 索 引 を つけ ます 。 こ 
の 両者 に よっ て , 動物 界 の 構成 が ひと 目 で 理 
解 で き , 調べ た い 動 物 が すぐ 引き だ せま す 。 
『 私 た ちの 仲間 」 の ベ ページ カラ アー ペー 錠 
を より 理解 し や すい も の に する た め , 日 本 の 
第 一 線 動物 学者 の 執筆 に よる 解説 や 注 が あり 
ます 。 また "動物 週刊 誌 ”" と し て , 動物 界 の 
ニュ ー ス や 話題 . 楽し い 読物 , 実用 記事 な ど 
を 掲載 し て いま す 。 

ファ イル て 保存 し て くだ さい 全 192 冊 
を , 発行 順に 16 冊 ずつ , 美しい ファ イル ( 販 
売 中 ・ 定 価 600 円 ) に . と じ こ ん で くだ さい 。 
堅 年 で 豪華 な , 全 12 巻 の 動物 吾 科 事 典 ” が 

そろ いま す 。 途中 か ら 購 読 さ れ た か た は , ぜ 
ひ 第 1 号 か ら お そろ え く だ さい 。 バッ ク ナ ン 
バー の お 求め は , この ペー ジ 右 欄 『 本 誌 の 購 
読 に つい て 』 を ご らん くだ さい 。 
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凡 例 

本 文中 〔 〕 を 使っ た も の は , 日 本 版 の た め に 付 
加 し た 説明 で ある 。 

くわ し い 注 釈 が 必要 な も の に は . その 語 の あと に 
〔 注 1 ) と 番号 を 入れ ,『 私 た ちの 仲間 』 第 27 ペ ー 
代 。 同 番号 で 記載 し た 。 

口 動物 の 種 名 は , 原則 と し て 和 名 (一 般 に 通用 し て 
いる 外来 語 を 含む ), 学 名 (イタ リッ ク ) の 順 で 表 
記し た 。 


和 名 の 多い も の に つい て は , 併記 し た も の も ある 
が , 専門 家 と 相談 の うえ 編集 部 で 決定 し た 。 
和 名 の な いも の は , 英名 また は 仏 名 を カナ 書き で 
入れ , 原語 (ロー マン ) を 付記 し た 。 

人 名 , 地名 は , 本 人 また は , 現地 読み を 原則 と し 
た が , 慣用 の 固定 し て いる も の は それ に 従っ た 。 





カラ ー ペ ー ジ 


食肉 目 裂 脚 亜 目 クマ 科 ( つ づき 


ヒグマ 属 ヒグマ 
アラ ネ 骸 グマ 
2N イ イ 回 少 マ 
アメ リカ グマ 属 アメ リカ グマ 
ツキ ノワ グマ 属 ツキ ノワ グマ 
ヒグマ ー 一 本 誌 で お な じみ の 「 ど ん べ え 」 の 件 間 。 
か れ ら に と っ て 理想 の 生活 場所 と は 果実 が 豊富 で 


し か も 人 間 が は いり こめ な い 森 林 で す 。 こ ぅ ) し た 静 
か な 場所 を 好む , 孤独 な 動物 で ある た ヨー ロッ 
パ で は , 人 づき あい の きら いな 人 た ち に 「 ク マ さ ん 」 
と いう ニッ ク ネ ー ム を つけ る そう で す 。 

















〇 1971 ASAHI SHIMBUN, Tokyo, pour la langue japonaise・ 


私 た ちの 仲間 


大 雪山 に ヒグマ を 求め て 


北大 ヒグマ 研究 会 の 報告 
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サル の 威信 を 測定 する 田所 作 太 朗 





水中 生活 を 助け る 粘液 グル ー プ ・5 プ ラス 1 


も う ひ と つの 世界 22 
漢字 の ふる さと 22 膝 堂 明 保 
態 (くま ) 





カラ ー ペ ー ジ 解説 
ニホン ツキ ノワ グマ に つい て 





チー ス と キャ ラメ ル 
ヒグマ と 2 人 の イノ シシ 26 





ジャ ワ か ら 来 た オラ ン ウ ー タ ン 
動物 渡来 記 1 





読者 の アル バム 3 


ヤモリ の 脱 度 


ペッ ト 相 談 室 ・ 仲 間 の ひろ ば ・ 典 表紙 説明 





本 誌 の 購読 に つい て 
本 誌 は , 全国 の 書店 、 朝日 新聞 販売 店 で 取り 扱っ 
て お り ま す 。 
毎週 定期 的 に , 配達 を ご 希望 され る か た は , お 近 
く の , 取扱 店 に お 申込 み 下 さい 。 
な お , 本 社 直接 購入 の ご 希望 は , 下記 あて お 申込 
み を 願い ます 。 送料 は , 1 部 に つき 30 円 で す 。 
朝日 新聞 東京 本 社 出版 業務 部 
東京 都 千 代田 区 有楽 町 2 一 3 〒100 TEL 03 一 212 一 0131 
朝日 新聞 大 阪本 社 出版 業務 部 
大 阪 市 北 区 中 之 島 3 一 3 〒530 TEL 06 一 231 一 0131 
朝日 新聞 西部 本 社 販売 部 出版 業務 課 
北九州 市 小倉 区 砂津 1 一 12 一 1 〒〒802 TEL 093 一 53 一 1131 
朝日 新聞 名 古屋 本 社 販売 部 出版 業務 係 
名 古屋 市 中 区 栄 キ 1ー3 一 3 〒460 TELO52 一 23] 一 8131 
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北大 ヒグマ 研究 会 の 報告 2 
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カ み カラー ペー ジ 解 談 . 
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大雪 由 に ヒグマ や マ を 求め て 


北大 ヒグマ 研究 会 の 報告 1 


リス 





白雲 岳 付 近 の 雪渓 上 を 歩く ヒグマ 提供 NHK 


ヒグマ ー 一 冒険 心 と 探究 心 の 強い 若者 
た ち を , 引き つけ ず に は お か な いこ の 動 
物 。 北 大 ヒグマ 研究 グル ー プ も 、 ま た , 
ヒグマ に 魅せ られ た 若者 の 集まり で あ 
る 。 そ の 構成 メン バー も や, 北大 農学 部 応 
用 動物 学 教室 、 理学 部 動物 学 教室 の 大 学 
院生 、 学生 な ど , 直接 動物 を 扱っ て いる 
者 た ちか ら , 工学 部 大 学院 生 、 水産 学部 
学生 、 教 杖 部 学生 と 、 広 範 時 に わた っ て 
いる 。 以 下 、 こ の グル ー プ の 活動 に つい 
て 紹介 し て みた いと 思う 。 

昨年 5 月 、 ヒ グマ を 見 る 会 と し て 7 名 
で 発足 させ (現在 約 15 名 )、 さっ そく 日 


本 に お ける ヒグマ 研究 の 総括 、 その後 の 


方 針 な ど を , 週 1 回 の ミー ティ ング で 毎 
回 話し あっ て きた 。 そ の 結果 出 て きた 結 
論 は , ① 最 近 10 数 年 間 ヒ グマ の 研究 は 全 
然 進 ん で いな い の で は な いか ? ② ヒ グ 
マ に つい て の 科学 的 な デー タ は 集まっ て 
いる の か ? の 2 つ で あっ た 。 

毎年 平均 500 頭 る も の ヒグマ が 捕獲 さ 
れ 、 道 お よび 各市 町 村 か ら 1 頭 に つき 1 
万 円 前 後 の 報 奨 金 が 出さ れ な が ら ゃ , 
どこ の 市 町 村 で 何 月 に 何 頭 捕獲 され た か 
と いう 資料 以外 に は ,、 それ ら 撃 た れ た ヒ 
グマ に 関す る デー タ , 標本 は , まっ た く 

















調査 地域 略図 
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前 田 喜 四 男 


金 こそ を な い が 、 バイ タリ ティー だ け は だ れ に も 負け な いと いう 北海 道 
大 学 の 学生 た ち が . ヒグマ の 共同 研究 を 始め た 。 日 本 を 代表 する 大 型 哨 
乳 類 で あり な が ら . ヒグマ の 習性 ・ 生 態 は いま だ に よく 〈 知 られ て いな い 。 
* 開 拓 ” が “開発” に 変わ っ た 北海 道 で 、 奥 地 に の びる “開発 ” の 手 を 
か いく て で ぐり つつ 、 巧み に 自己 の 生活 領域 を 確保 し て いる ヒグマ 。 そ の な 
ぞ に 挑戦 する 若い 研究 者 の 活動 報告 を 2 回 に わけ て 掲載 する 。 


集積 され て いな いと いっ て よい 。 ま た 、 
現在 語ら れ て いる ヒグマ に つい て の * 生 
活 * も , お も に 猟師 か ら の ヒグマ に つい 
て の 聞き こみ に よる デー タ の 集積 一 分 折 
ー 一 般 化 で は な く 、 知識 の 聞き こみ っ そ 
の まま 一 般 化 で ある よう に 思わ れ た 。 

この よう な ミー ティ シグ の な が で , わ 
れ わ れ は まず 自分 た ち 自 身 で ヒグマ に 接 
し , 自分 た ちの 目 で ヒグマ を 観察 し て や 
ろう と いう 直接 観察 を 第 1 の 柱 と し た 。 
ヒグマ を 論じ よう と する 者 は 、 ヒ グマ の 
生息 地 に は いっ て みな けれ ば な ら な い 
机上 の 空論 に 終わ っ て は な ら な い の で あ 
る 。 も う 一 方 の 柱 と し て , 現在 で きる と 
ころ か ら , と に か く 資 料 を 集め て いこ う 
と いう こと が 決定 され た 。 

道庁 林 務 部 猟 政 係 を 通じ て , 頭骨 、 胃 
袋 、 生 殖 器 、 お よび それ ら の デー タ の 収 
集 に つい て の 協力 を , 各 猟 友 会 、 猟 師 の 
か た に 依頼 し て いた だ いた が , その 通達 
る 徹底 せ ず , 今 の と ころ 10 数 個 の 頭骨 、 
お よび 胃袋 が 集まっ た に と ど ま っ て い 
る 、 こ の 点 に 関し て は 、 われ われ の 力量 
不足 も ある が 、 今後 関係 官庁 、 猟 師 の か 
た と の 連絡 を 蜜 に し , 三 者 一 体 と な っ た 
シス テム を 、 早急 に 確立 する 必要 性 を 痛 
感 し て いる 。 


小 白雲 岳 に 観察 定点 


昨年 (1970 年 ) は 、 7 月 4 日 か ら 7 月 
13 日 まで 予備 調査 、 7 月 26 日 か ら 8 月 8 
日 まで 本 調査 を 、 大 雪山 系 の 高根 ヶ 原 を 
中 心 に 行なっ た 。 高 根 ヶ 原 を 選ん だ の 
は , ヒグマ と の 接触 が 疾 繁 な 営 林 固 、 登 
山 事 務 所 、 猟 師 な ど に 対す る アン ケー ト 
調査 の 結果 ,、 この 地域 は 視界 が よく 直接 
観察 を 行ない や すい こと 、 ヒ グマ の 出没 
率 が 高い こと と いっ た 条件 を 満た し て お 
り 、 また 、 こ この ヒグマ は 比較 的 凶 時 
性 を も た な い (? ) と いう 情報 も 考 庶 さ 
れ て いた 。 

調査 は 次 の 2 つの 方 法 で 行なわ れ た 。 
その 1 つ は , われ われ が 「 定 点 観察 」 と 
呼ん を だ も の で , 見 晴らし の よい ビー ク に 
定点 を 設け ,、 そこ か ら 和 夜明け より 日 没 ま 
で 終日 交代 で 望遠鏡 ・ 双 眼鏡 を 使っ て 








航 だ な 


の 但 間 


28 号 ‥……9 月 19 日 





小 白雲 岳 頂 上 に 観察 定点 を 設け 、 交代 で ヒグマ の 出現 を 待つ 


観察 を 行なう 方 法 で ある 。 こ れ は 也 備 調 
査 の 10 日 間 、 旭 氏 か ら 高根 ヶ 原 、 思 別 
皆 、 化 岩岳 、 沼 の 原 一 帯 を 歩き まわ っ た 
結果 ヒグマ の 炉 を 4 個 し か 採集 で き な 
か っ た 教訓 か ら 、 ヒグマ を 見 る た め に は 
むやみ に 移動 せ ず , 定点 観察 に 主力 を 注 
ぐ は ほう が 可能 性 も 高い と 考え た か ら で あ 
る 。 
了 備 調査 の 際 の 聞き こみ 、 アン ケー ト 
調査 、 猟 師 の か た の アド バイ ス な どか 
ら 、 定点 を 小 白雲 岳山 頂 (1960 メ ー ト 
ル ) に 決定 し た 。 こ こ か ら は ,、 旭岳 南面 
の 小鉢 平 , 小 白雲 岳 北面 の 沢 一 帯 、 お よ 
び が 高根 ケ 原 の ほとん ど を , 見 お ろ す こと 
が で きる 。 午前 4 時 午前 9 時, 午前 9 
時 午後 2 時 、 午 後 2 時 午後 7 時 の 3 
交代 制 を と り ,、 お の お の 2 人 を 1 組 と 
し , 1 人 は 南 ・ 東 側 を 、 他 の 1 人 は 北 ・ 
西側 を 受け 持っ た 。 

さら に も ゃ も う 1 つ の 方 法 は 、 われ われ が 
「 移 動 観察 班 」 と 呼ん だ も の で , ヒグマ 
が 出没 し た と いう 情報 の あっ た 場所 や , 
ヒ グマ の 劉 跡 が あり そう な 場所 に お い 
て , 業 の 採集 、 食 痕 (植物 の 根 を 掘り だ 
し て 食べ た 跡 )・ 足 跡 の 発見 な ど . ヒ グ 
マ の 活動 状況 を 調査 する こと で あっ た 。 
な お , この 調査 は 、 地元 の 猟師 福士 啓 吉 
氏 の 案内 の も る と に 行なわ れ た 。 


突然 後ろ に 現われ た ヒグマ 


白雲 岳 石 室 に ベー スキ ャ ンプ を お いて 








1 週間 、 日 ご ろ の 避 行 の 報い か 連日 
渡 い ガス に み ま わ れ , 定点 観察 は まっ た 
く 不 可能 で あっ た 。 そ の た め , 定点 稚 察 
は 放棄 し , 定点 周辺 約 1 キロ の 範囲 の 痕 
跡 調査 に 切り 換え た 。 こ の 間 、 2 、 3 日 
以内 の も の と 思わ れる 足跡 2 か 所 が 発見 
され 、 ヒ グマ の 存在 が 確か め ら れ た 。 あ 
と は ガス の 晴れ る の を 待つ の み だ 。 し か 
し , 最初 の ヒグマ と の 出会い は ,、 まっ た 
く 突 然 に や っ て きた 。 

連日 の ガス に 悩ま され な が ら も , 前 田 
ら 4 人 は 移動 観察 玉 と し て 、 高根 ヶ 原 の 
東 、 扇 ヶ 原 一 帯 で 痕跡 調査 を 行なっ て い 
た 。 扇 ケ 原 は 高根 ヶ 原 より 約 200 メー ト 
ル 低 く 位置 し 、 高 根 ヶ 原 一 帯 が すっ ぱり 
ガス に 包ま れ て いる に も か か わら ず , 薄 
日 さえ さして いた 。 

前 田 は 沢 の 上 部 に いて な に げ な く 下 を 
見 る と , 前 方 7 メー トル くら い の 所 に , 
背面 か ら 首 ・ 頭 に か け て 金 毛 の きれ いな 
3 歳 く らい と 思わ れる ヒグマ が 、 じ っ と 
前 田 を みつ め て いた 。 ゆ っ くり 首 を 左 か 
ら 右 に 振る の を 確認 し 、 後 方 10 メ ー ト ル 
くら い の と ころ に いる 阿部 に 知ら せる た 
め , 2 ,3 歩 あと ず さ り し , そ こ で 向き を 
か えて , 阿部 の と ころ へ いっ た 。 サ ブ ザ 
ッ ク を 手 に 持ち (これ は ヒグマ に 追い か 
けら れ た と き に 捨て て , その 注意 を サブ 
ザッ ク に そら せる 魂胆 な の で ある ), も 
と の 場所 へ 引き か え し た 。 お そる お そる 
の ぞい た が , ヒグマ の 姿 は 見 えな か っ 
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私 た ちの 仲間 


濃い ガス に 包ま れ た 扇 ケ 原 で 足跡 を 調べ る 移動 観察 班 


7 こ 

約 30 分 の 後 、 4 人 そろ っ て ヒグマ の 足 
跡 を 確か め る べく ,、 ヒグマ が いた 場所 に 
近づい た と ころ 、 発 見 場所 か ら 10 メ ー ト 
ル く らい 離れ た ブッ シュ の な か か ら , 突 
然 が サガ サ と 大 き な 音 を た て て 逃げ る ヒ 
グ の 2 人 錠 計 た 。 うし だ 場合 モグ マ 
は すぐ に 遠く に は 逃げ ず .、 ブッ シュ に ひ 
そん で 人 間 さ ま の よう す を うか が っ て い 
る , と いう 猟師 の 話 が 思い だ され た . 


圧倒 され た ヒグマ の 雄姿 


この 翌日 か ら や っ と ガス が 時 れ 、 定点 





大 学 沼 付近 で 発見 し た ヒグマ の 前 足 の 跡 


いた る と ころ で 見 られ た 食 痕 
(植物 の 根 を 掘っ て 食べ た 跡 ) 


生 ン ング 











観察 が 可能 に な っ た が , 結局 定点 観察 に 
残さ れ た 時 間 は 5 日 間 し か な く 、 その な 
か か ら 実 や ガス で 視界 が さえ ぎら れ た り 

し て 維 察 不可 能 な 時 間 を 差し 引く と , 正 
味 3 日 間 程 度 を 定点 観察 に 費やし た に す 
ぎ な か っ た 。 

この 間 に 、 ヒ グマ を 2 回 観察 する 機会 
を えた 。 1 回 め は 小川 が 8 月 2 日 午後 1 
時 半 こ ろ , 定点 より 約 2 キロ 離れ た 当 肖 
上 を 小走り に 下っ て いく ヒグマ を 双眼鏡 
で 観察 し た の も で あり 、10 数 秒 の 後 、 ハ 
イィ マツ に 姿 を 消し た 。 和 観察 時 間 が 非常 に 
短く 、 位置 も る 遠かっ た た め に 体 色 、 大 き 
さ に つい て は 不明 で あっ た 

2 向 め は , 翌日 8 月 3 日 午後 1 時 23 分 
より 1 時 42 分 まで , 18 分 30 秒 間 、 前 日 稚 
察し た 雪渓 か ら 約 150 メー トル 離れ た 地 
点 で あっ た 。 定点 観察 班 の 阿部 ・ 新 雪 両 
名 が 25 倍 と 15 て 60 倍 の ズー ム の 縛 遠 鏡 で 
観察 し た が ,、 2 キロ 離れ る と ,、 「 顔 を 沼 
の 水 に つけ た 」「 代 を し て いる みた い 」 
「 歩 き な が ら 草 を 食っ て いる よう だ 」 な 
どの 程度 し か 判明 し な か っ た 。 こ の ヒ グ 
マ は 、 毛色 に つい て は 肩 が 思 く , 背面 上 
半 部 は 金 万 で あり 、 司 甲 (けん こう ) 骨 
間 の 隆起 が 頭 閉 で あっ た と 報告 され た 
が , 毛色 に つい て は 、 光線 の 当たり ぐ あ 
い に よ っ て 変化 する た め , 確か な こと は 
いえ な い 。 その後 、 ヒ グマ の は いっ て い 
っ た ブッ シュ 周辺 を 、30 分 問 ほ ど 注 意 し 
て 見 て いた が , 姿 は 見 え ず 、 や が て ガス 
に お お われ 、 観 察 不可 能 と な っ た 。 

遠 距離 か ら で は あっ た が 、 こ の 2 回 の 
稔 容 は 非常 に われ われ を 喜ば せ , また 買 
重 な 問 題 を 残し て くれ た 。 す な わ ち , こ 
の 2 回 の 観察 に お ける ヒグマ は 同じ 個体 
で は な い の か ? と いう 推測 や 、 ほ ば 同 
じ 時 刻 に ,、 は ば 同じ 場所 で 活動 し て いる 
こと か ら 、 ヒ グマ は か な り 周 期 的 な 活動 
を し て いる の で は な い だ ろ うか な どの 甘 
題 で ある 。 

そこ で この 翌日 に 、 小 白雲 岳山 頂 か ら 
の 定点 観察 の ほか に , 先 に 観察 され た 地 


サル の 
威信 を 
出 定 する 


田所 作 太郎 


お 気に入り の サル の た め に 投げ た ビー 
ナツ が 、 横 合い か ら ゆ う ゆ うと 現われ た 
大 ザル に 奪わ れ 、 くやし が っ て いる 子 ど 
も を 動物 園 で よく 見 か ける 。 サ ル が 2 基 
以上 集まれ ば 、 順位 が で きる 。 下位 の サ 
ル に と っ て 、 の どか ら 手 の で る ほど ほし 
い ビ ピーナツ も, 上位 の サル を さ し お いて 
哲 に する こと は で き な い 。 

研究 玉 で 飼 わ れ て いる サル の 人 行動 は , 
野生 の サル と は だ いぶ 違う が , 金網 の 中 
で も 、 厳 と し た 社会 順位 が み ら れる 。 科 
学 の 領域 で は 、 擬 人 的 な 考え は タブ プー と 
され て いる が 、 た くさ ん の サル を 毎日 観 
察し て いる と 、 サル と ヒト と の 行動 の 類 
似 に 父 嘆 し 、 知 ら ず 知ら ず の うち に 対比 
し て いる こと が ある 。 旧 軍隊 の 階級 制度 
ほど で は な い に せ よ 。, 人 間 社 会 に お いて 
も 、 順位 制 が 無言 の 圧 飼 と な り 、 功 膝 を 
うみ 、 睡眠 薬 や 精神 安定 薬 (トラ ン キ ラ 
イザー) を 必要 と する 人 びと を つく り だ 
すこ と が 多い の で は な い だ ろ うか 。 

わた し は 商売 柄 、 こ の きび し い サ ル の 
順位 制 を 利用 する と 、 ト ラン キラ イザ ー 
の 効果 を 的 確 に 判定 で きる の で は な いか 
と 考え た の で ある 。 し か し , 上 位 に ある 
サル の 威信 を , どう すれ ば 正確 に 測 定 で 
きる か が 、 第 1 の 問題 で ある 、 い ろ いろ 
く ふ う を 凝ら すう ち に 、 員 図 に 示す よう 
な 方 法 で 、 サ ル の 勢力 範 胃 を 数 字 で 表 わ 


域 に より 近く 、 見 晴らし の きく 場所 ( わ 
れ わ れ は これ を 前 進 基 地 と 呼ん だ ) へ 出 
張 し て 観察 を 試み た 。 し か し , この 日 は 
前 進 基地 小 白雲 定点 と も る に 、 ヒ グマ を 
見 る こと は で き な か っ た 。 さらに 翌日 か 
ら 高 根 ヶ 原 一 淀 は ガス の な か の 世界 と な 
り ,、 定点 観察 を 断念 し な けれ ば な ら な か 
っ 7 だ 

この ほか に , 小川 ・ 木 下 は 8 月 3 日 , 
定点 ( 小 白雲 頂上 ) か ら 和 観 察し て いた 
際 、 午後 1 時 35 分 より 9 分 間 、 汎 忠 別 岳 
付近 の 沼 の あたり に , 頭 部 お よび 肩 の み 








すこ と に 成功 し た . 
向かい あわ せ の 実験 装置 


換気 装置 を と りつ けた 大 きか な 防音 箱 の 
中 に , 2 匹 の サル を 特殊 な いす の 上 に 
あい 向かい に すわ ら せ る 。 こ の いす は 特 
別 な 構造 に な っ て いる た め 、 サ ル は 上 半 
身 を 自由 に 動か すこ と は で きる が , 立ち 
あがっ た り , 逃げ た り は 絶対 で き な い 。 
また 箱 に は 窓 が あり 、 中 か ら 外 は 見 えな 
い が 、 外 か ら は サル の 行動 観 祭 が で きる 
よう に な っ て いる 

右 の サル M 1 に は あら か じ め 訓 練 を ほ 
どこ し , 一 定 の リズ ム で (2 の 位置 に ある 
金属 性 の テコ を 押す よう に 教育 し て お 
く 。 つ まり 、 テ コ 押 し を すれ ば (3) の 位置 
に ある 穴 か ら 無 作為 に 好物 の 餌 欄 が と び 
だ し て くる よう な 装置 を 用 いる の で あ 
る 。 こ の 原理 は パチ ンコ に よく 似 て い 
る 。 え さ の 出る 間隔 は 平均 し て 1 分 間 に 
1 粒 の 割合 と し .、 その と き に は (1) の 位置 
に ある チャ イム が 快 音 を 発する 。 テ コ 押 
し の 回 数 や えさ の 数 な ど は 、 す べ て エレ 
クト ロニ クス の 技術 で 自動 的 に 制御 され 
記録 され る 。 こ の サル は 実験 前 に 食 錠 抽 
限 を 受け て いる の で 、 こ つの の みこ み は 
早い 

この よう な 学習 が 完成 する と 、 い よい 
よ バ ー ト ナーM 2 の サル を 目 の 前 に すわ 
ら せ る の で ある 。 こ の サル に は じゅ うぶ 
ん 食餌 を と ら せ 、M 1 より も 大 きく 、 腕 
っ 節 の 強 そ うな や つ を 選ぶ 。 2 此 の サル 
の 間隔 は 、 あ と で 述べ る よう に た い へ ん 
に 微妙 だ が 、 最初 は M 2 が 手 を の ば す 
と , 指 の 先 が か かろ うじ て M 1 の ひざ 小僧 
に 触れ る で らい に し て いす を 固定 する 

この まま で は 、 2 欧 の 相互 関係 は は っ 
きり し な い の で 、 特 別 な 時 期 を 設け る 
つま り 、 7 分間 は M 1 に カタ カタ と テコ 
押し を 続け させ 、 え さ を ほ お ば ら せ る 
この 7 分 が 過ぎ る と 、(④ の 位置 に ある 赤 
電 燈 を 3 分 間 つ ける 。 こ の 時 期 に M 1 が 
テコ 押し を する と 、 そ の た びに M 2 の 尾 
(6⑥) に 一 隣 電気 ショ ッ ク が か か り , 同時 に 
⑤) の 位置 に ある プ ザ ー が けた た まし く 鳴 
り 。 M2 は ぎょ う で ん する 。 じ が か し: テ 
コ 押 し と し っ ぱ の 痛み の 関連 に 気づい た 
M 2 は た ち ま ち 形 相 す さま じ く 、M1 





金 モ の ヒグマ を 観察 し た 。 標 高 差 150 メ 
ー ト ル く らい ある 岩の上 の 定点 か ら 下 方 
300 メー トル 先 の 沼 で 、 首 か ら 上 だ け 水 
面 上 に 出し て お り 、 水浴 中 の も の で あっ 
た 。 上 陸 後 は 首 を 左右 に ゆっ くり ゆす っ 
て , 採 食 は 行なわ ず , 高 さ 2 メー トル く 
らい の ササ の な か に 身 を 没 し た 。 9 分 の 
間 、 両 名 は ヒグマ の 成 風 堂々 と し た 姿 に 
圧倒 され て ,、 カメ ラ を と り だ し て 撮影 す 


と し て 残念 が っ た の は いう まで も な い 。 
以上 の 4 回 が この 山行 で ヒグマ を 直接 





に 対し 成 上 攻 撃 を 開始 する 。 だ が 、M 2 
の 手 は M 1 に 届か な い 。 そ こ で 、 上 位 ザ 
ル の 成 信 が も る の を いう こと に な る 。 歯 を 
むき だ し た バー トナ ー に すっ か り 恐 れ 入 
っ た M 1 は 、 テ コ か ら 手 を 放し , 足 を で 
きる だ け 縮 め 、 し ば らく は 不動 の 姿勢 を 
と る 。 3 分 を 経過 する と 赤 電 堪 は 消え 、 
再び 安心 し て テコ 押し の で きる 7 分 間 が 
や っ て くる 。 こ の よう に 2 つの 時 期 は 交 
互 に 繰り 返さ れる 

組合 せ を 一 定 に し た 4 対 の サル に つい 
、 1 日 2 時 間 あ て 連日 この よう な 実験 
進め 、 一 定 し た 行動 を いつ も 示す よう 
に な る の を 待つ 、 実 験 終了 後に は 別々 の 
ケー ジ に 入れ な いと 、M 1 は ひど い め に 
あわ され る の で 注意 が 肝心 で ある 。 


情 無用 の 実力 勝負 


さて , この 実験 環境 に よく 順応 し た 2 
上 列 の サル の 態度 を 観察 する の は な か な か 
お も し ろ い 、 赤 電 燈 の 消え て いる 時 期 に 
あっ て は , M 1 は テコ 押し に 余念 が な 
い 。 一 方 、 M 2 は チラ リ と 電 燈 を 見 上 げ 
た り , 横目 使い に M 1 を つま ら な さそ う 
に な が め た り , 居眠り を し て いる 。 し か 
し 、 ひ と た び 赤 電 燈 が つく と , 猛然と 成 
中 を 始め る 。 

攻撃 は 下 か ら M 1 を 見 上 げ る よう な 次 
勢 で 行なわ れ 、 し ば し ば 怒号 を と も な 
う 。M 1 は と た ん に テコ 押し を 中 止 し , 
直立 の 姿勢 と な り , 当惑 し た り , すま し 
顔 を し た り , 泣き つら に な っ た りす る 。 
か れ ら に と っ て 、 3 分 間 は 長い 時 間 な の 
で あろ う 。 や が て M 1 は 自身 の 指 を いじ 
くり まわ し た り , 透明 プラ スチ ッ ク 製 の 
カバ ー を な め た り , まる で 先生 に た し な 
め ら れ た 幼稚 園児 の よう に 、 いろ いろ の 
行動 示す の で ある 

- 方 , M 2 は 身 を 乗り だ し , 絶え ず M 
1 の 小手 に 注目 し な が ら 、 待ち ど お し そ 
うに 赤 電 燈 を 見 上 げ る 。M 1 の 手 が 少 し 
で も る 動く と 、 成 蹴 は 激しく な る 。M2 の 
威 峠 が じゅ うぶ ん M 1 を 上 回 っ て いる 場 
合 に は 、 1 分間 数 十 回 前 後 の リ ズミ カル 
な テコ 押し は 、 ビ タリ と 停止 する 。 

2 匹 の サル の 隔たり は , 赤 電 燈 下 の テ 
コ 押 し 回 数 と と も に, 上位 サ ル の 勢力 半 
を 代表 し 、 優 欠 の サル ほど 、 聞 忠 を ひろ 


テン 
(て 
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観察 し た すべ て で あっ た 。 し か し 調査 日 
程 の 半分 以上 も , ガス で 視界 が きか な か 


た こと を 考え る と ,。 この 4 回 は 決し て 
少な い 回 数 と は いえ ず , 一 応 の 目的 は 達 
成 し た と いえ る 。 そ こ で これ ら の 観察 か 
ら 、 次 の こと を 導き だ すこ と が で きた 


直接 観察 の 残し た 課題 


ヒグマ の 直接 観察 は 、 天 候 さ え 許せ ば 
か な り の 可能 性 を もち つ 。 さ ら に その 可能 
性 を 高め る 方 法 と し て は 、 まず 人 が あま 
り は いら な い 、 風 通し の よい 沼 を 見 張る 








1 威信 測定 の 実験 装置 略図 
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下位 の サル は 赤 電 燈 の つい て な い 4 
と き に は テコ 押し を し . えさ を と 
る の に 余念 が な い 
Pe 失 ま 






げ て る 電気 ショ ッ ク を 受け な い 。 間隔 が 
あま り 狭 いと 、 赤 電 燈 の つい て いな い 時 
期 の テコ 押し まで 抑制 され て し まう の 
で 、 何 回 か の 実験 結果 に 基づき 、 各 組合 
せ の 公 適 間隔 が 慎重 に 決定 され る 。 つ ま 
り 赤 電 燈 が 消え て いる 時 期 に お ける 、 間 
似 の な い 安定 し た テコ 押し が 、 点 埼 下 に 
は ビタ リ と 停止 する 距離 を 見 つけ だ せ ば 
よい の だ が , わずか 2 、 3 モン チ の 相違 
が 重 女 な 決め 手 に な る こと が ある 。 

2 匹 の サル の 勢力 の 差 が 小さ いと き 。 
ある い は 間隔 が 適当 で な いと き に は , 成 
跡 の すき を みて と きど き テ コ を 押す こと 
が ある 。 さらに , M 2 が 完全 に 下位 ザル 
の 場合 は 、、 か わい そう な こと に な る 。 こ 
の サル は 電気 ショ ッ ク の 連続 に 身 を よじ 
る の が 精いっぱい で , 成員 す る どこ ろ 
か 、 猛烈 な 沈 うつ 状 問 に 陥り , 終始 最 敬 


こと ( 汎 忠 別 付近 の 沼 は も ちろ ん , 定点 
か ら 観 察し た 地点 ちこ の よう な 沼 の 周辺 
だ っ た )。 ま た , 事前 に 食 痕 ・ 足 跡 な ど 
の 調査 を 行ない 、 新 し い 痕跡 が ある か 合 
か を 確 め る こと も 有効 な 手段 で ある 

し か し 、 次 の よう な 問題 点 も ある 。 第 
1 に 今回 の よう に いずれ も ブッ シュ の な 
か に その 姿 を くら ませ , 観察 が で き な く 
な っ て いる 。 こ れ は 比較 的 近く で 見 た 場 
合 で も 、 同 じ 結 果 に な る だ ろう と 思わ れ 
る 。 1 日 の うち の 大 部 分 シブ ッシュ の な 
か で 過ごし て いる と は 思わ れ な い が , な 








2 向かい あい に 固定 され た 2 匹 の サル 右 が 下位 の サル 左 の 上 位 の 


私 た ちの 仲間 





サル は 悠然 と すわ っ て いる が 、 右 の サル は 足 を 縮め 、 な ん と な く オ 


ド オ ド し て いる 


下位 の サル は 赤 電 燈 が つく と 同 
時 に テコ 押し は ピタリ と 止ま り 
一 瞬 不 動 の 姿勢 を と る 5 


礼 の 姿勢 の まま に な っ て し まう 。 実力 本 
位 の サル の 社会 に は 一 採 の 同情 心 さえ 見 
い だ せ な い の で ある 。 
薬物 に よる 行為 の 変化 

さて , ヒ ロボ ン の よう な 覚醒 薬 を M 1 
に 注射 する と , 赤 電 燈 下 の テコ 押し は も 
ちろ ん 、 消 燈 下 の テコ 押し まで も ゃ 完全 に 
必中 MG まつ また パード の の 見 え 
る か ぎり , どん な に 間隔 を ひろ げ て も テ 
コ 押 し は 再開 され な い 。 つ まり 、M2 に 
対す る 恐怖 は , 覚醒 薬 で 高まる と 想像 さ 
れる の で ある 。 しかし, 睡眠薬 や トラ ン 
キラ イザ ー を M 1 に 注射 する と 、 い まま 
で 完全 に 停止 し て いた 赤 電 燈 下 の テコ 押 
し が , た ち ま ち 再 開 さ れる 。 バ ー ト ナー 
が どん な に お ころ うと , 涼し い 顔 を し て 
いる の で ある 、 当 然 2 匹 の 間隔 を 縮め る 


か に は いっ て 何 を し て いる か を 知る こと 
は 、 この 直接 観察 か ら は 不可 能 で ある 。 

第 2 に 、 行動 最終 日 に 再度 定点 周辺 の 
痕跡 調査 を 行なっ た が 、 その 際 、 最 初 の 
調査 時 に は な か っ た 新しい 足跡 、 人工 を 発 
見 し た 。 こ れ は われ われ が 定点 観察 を 行 
な っ て いる と き に は 見 の が し て いな い の 
で 、 定点 観察 不可 能 な ガス の 日 か , 夜間 
に 行動 し た も の と 推 宗 され る 。 こ れ ら を 
解決 する た め に は , テレ メー ター (無線 
発信 機 ) を ヒグマ に 装 疹 し て の 間接 観察 
な ど 、 何 か ほか の 方 法 を 考え な けれ ば な 


赤 電 燈 が つく や 上位 の サル は 猛然と 威 噛 を 開始 する 





こと も で きる が 、 あ まり せ ば め る と 傷害 
事件 が 発生 する 恐れ が ある 。M 1 に アル 
コー ル を し た た か 飲ま せ て も 、 同様 の 効 
果 が 表 わ れ る 
この よう な 薬物 の 同 量 を 、 M 2 に 注射 
し た 場合 に は 、 薬物 に よっ て まち まち の 
結果 が えら れる 。 す な わ ち , 睡眠 薬 や 麻 
薬 の 投与 に より 、 成 峠 ・ 攻 撃 行 動 は 抑制 
され. ショッ ク を 受け や くく な る 。 も か 
し 。 ドラ ン キ ライ ザー や デル ラール 爺 信 
威 咽 行 動 を 弱め る 作用 は な く 、 ショック 
に は か か ら な い 。 つ まり , 攻撃 の よう な 
積極 的 行動 を わ お さえ る こと な く , 刺 居 や 
不安 な どの 消極 的 な 心理 状態 に 選択 的 な 
改善 効果 を 示す と 解 私 さ れる 。 よ っ ぱら 
い が け ん か 早い の も , この 実験 か ら な る 
ほど と うな ず け る の で ある 。 画 
( 妖 馬 大 学 助教 授 ) 





ら な い だ ろ う 。 これら は , 
き な 課 題 で ある 。 


これ か ら の 大 


痕跡 調査 の 意味 する も の 


- 応 、 生 上 態 調査 の 大 き な 武器 と し て , 
直接 鶴 察 を や っ て いけ る 可能 性 を 見 い だ 
し た わけ だ が , ヒグマ の よう な 大 型 貴 乳 
( ほ に ゅ う ) 類 の 生活 の すべ て を , それ 
だ け で 知る こと は 不可 能 で あり 、 活 動 跡 
を 利用 し た 方 法 も 併用 せ ぬ ば な ら な い 。 

この 痕跡 調査 に は 、 2 つの 目的 が 考え 


St 
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グル ー プ ・ 5 プラス | 





ハマ グリ は いつ も 同じ 場所 に すん で い 
る と は か ぎら な い 。 む し ろ , 一 晩 で 大 移 
動 を する の で 有名 な = マイ ガイ ( 二 枚 
貝 ) で ある が 、 この 移動 に は 粘液 が 大 い 
に 役だっ て いる 。 

ハマ グリ が 分 泌 (ぶん び ) し た 枯 液 
は 、 ゴム 風船 状 に ふく ら み 、 ち ょ うど 地 
上 に 落ち た 落下 傘 が 風 の た め に 引き ずら 
れる よう に 、 潮 の 流れ に の っ て ,、 いと も 
た や すく 移動 する こと が で きる 。 

アサ ガオ ガイ や ルリ ガイ は 、 紫色 を し 
た か わい らし い 感 じ の マキ ガイ (巻き 
貝 ) で ある が , これ ら は 足 か ら 出す 粘液 
で 泡 の いか だ を つく り 。 と き に そこ に た 
くさ ん の 卵 を ぶら 下げ て , 外洋 を 浮 漂 し 
て いる の で ある 。 

フネ ダコ と 呼ば れる タコ の 一 種 で は , 
雌 は 左右 の 第 1 腕 か ら 枯 液 を 出し て 内 が 
ら を つく り ,、 その 中 に は いっ て 生活 し , 
卵 を 生み 、 そ し て か えす 。 

魚の 社会 を みて も 、 ベ タ や カム ル チ ー 
な ど は 水 表 面 に 泡 の 巣 を つく り , そこ で 
産卵 する 。 半 年 以上 も 水 が な く て る 生き 
て いる 肺 魚 は 、 体 表 の 粘液 に よっ て 乾 眠 
中 の まゆ の か ら を つく る が , これ は 湾 紙 
の よう に じょう ぶ で ある 。 

この よう に 水 の な か に すね む 動 物 た ち に 
と っ て 、 枯 液 は 皮膚 の 保護 と 感覚 の は た 
らき を する 以外 に 、 と き に 移動 や 産卵 や 
その ほか いろ いろ の 役 も 果たし て いる 。 

粘液 を 異常 な まで に 多量 に 出す も の 
に 、 ヤ ツメ ウナ キ の 仲間 で 海 に すん で い 
る ヌ タ ウナ ギ の グル ー プ が ある 。 これ は 
か ら だ の 左右 体側 に 、 前 後に 1 列 に 並ぶ 





水中 生活 を 
助け る 粧 梁 


粘液 の ふく ろ が あり ,、 ここ か ら お び た だ 
し い 粘 液 が 分 泌 さ れる 

この 粘液 が 分 泌 さ れる と き に は , 糸 の 
よう な 物質 も 出さ れ , それ と 粘液 が か ら 
まる 。 こ の 糸状 (し じょう ) 物質 の 混 じ 
りあ っ た 枯 液 が 漁網 に か ら み つく と 、 べ 
た つい て と れず , まっ た く 人 の 手 に お え 
な く な る の で , 漁業 者 泣 か せ で ある 。 魚 
の な か で , これ ほど に いや が られ て いる 
魚 は 珍し い 、。 

か り に ,、 この 魚 を 食べ よう と 攻撃 する 
も の が ある と し て も , この 多量 の 粘液 に 
へ きえ き し て , あき ら め ざ る を えな いで 
あろ う 。 と き に よる と 粘液 の た め に 一 命 
を 失い ,、 ヌ タウ ナギ の え じ き と な る お そ 
れ も じ ゅ うぶ ん に 考え られ る 。 

粘液 を 捕食 の た め に 使用 し て いる 代表 
例 と し て 、 オ オ ヘ ビ ガイ を あげ る こと が 
で きる 。 こ れ は ,、 へ ビ が と ぐろ を 巻い て 
いる よう に し て , 円 筒 状 の 帝 を 岩 は だ に 
固着 させ て いる た め に , 自分 か ら 進ん で 
えさ を と る こと が で き な い 。 そ こ で この 
オオ ヘビ ガイ は , えさ を と ら え る の に , 
あたかも カス ミ 網 の よう に ,、 薄く 透 き と 
お っ た 粘液 を 海中 に は っ て , そこ に か ら 
みつ いた 獲物 を 捕え て 食べ る 。 

熱帯 魚の 王者 と いわ れる ディ スカ ス で 
は , 卵 か ら か えっ た 子 魚 た ち は , 半月 ほ 
ど 親 の 体側 に ま と わ り つ い て , 親 の 体 表 
か ら 分 泌 さ れる 粘液 を え を さと し て お り , 
親 か ら 離 し て 飼う と 、 成 長 が た い へ ん お 
そい こと も よく 知ら れ て いる 。 

この よう に , 食物 と さえ な る 枯 液 は , 
と き に 、 は な は だ 強い 雪 を も っ て いる こ 





ーー 
られ る 。 1 つ は , ヒグマ が 環境 を どの よ 
うに 利用 し て いる か を 知る こと で ある 、 
ヒグマ は どん な 場所 で 、 何 を 食べ 、 ど の 
よう な 所 を 陣 れ 場所 すみ 場所 と し て い 
る の か ,、 また それ ら の 場所 を 結ぶ 通り 道 
と し て , どん な 所 を 利用 し て いる の か 、。 
さら に , 葉 、 足 跡 に つい て の 個体 識別 が 
可能 に な れ ば 、 行動 圏 を 知る 手がかり と 
も な る は ず で ある 。 

他 の 1 つ は , 業 を 利用 し て 個体 数 を 推 
定 し よう と いう 試み で ある 。 こ の 方 法 の 
概略 は 、 一 定 面積 内 に お ける 一 定期 間 の 
代 量 を 、 1 頭 の ヒグマ の その 期間 内 の 平 
均 脱 代 量 で 割る と 、 そ の 面積 内 の 個体 数 
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を 推定 で きる と いう も の で ある 。 こ の た 
め に は 、 ヒ グマ の 所 跡 が かなり 残 っ て い 
る こと 、 そ の 発見 率 が か な り 高 いこ と が 
条件 で ある が 、 今回 の 調査 か ら 、 そ の 可 
能 性 が 確か め ら れ た 。 小 白雲 后 周 辺 を 中 
心 に 約 60 個 の 葉 、 無 数 の 食 痕 、 4 か 所 の 
足跡 、 休 み 場 所 お よび 通り 道 を お の お の 
1 か 所 発見 し た 。 し か し , この 山行 の 際 
に は , 知識 不足 と いう こと も あっ て , こ 
れ ら 環境 別 の 定量 調査 は 行なえ な か っ 
の 

こと し ゃ 昨年 と 同じ 地域 で 調査 を する 
計画 で ある が , 昨年 の 経験 を ふま えて 、 
環境 別 浪 跡 定量 調査 と 、 再 び 直 接 観 察 を 
試み る つも り で ある 。 画 





余生 we 





粘液 の か た まり の な か で 療養 中 の ニセ クロ スジ ギン ポ ほか の 動物 か ら 攻 撃 さ れず 安心 で ある 


と が ある 。 皮膚 か ら 雪 を ふく む 粘 液 を 出 
す 魚 と し て 、 ハコ フグ と ヌ ノ サラ シ の 仲 
間 が ある 。 

これ ら の 魚 を 狭い 水槽 に 入れ る と 、 い 
っ し ょ に 収容 し て いた ほか の 種類 の 魚 た 
ち が 死 ん で し まう こと か ら 、 毒 を も っ て 
いる こと に 気づい て 調べ た 結果 、 皮 膚 の 
粘液 か ら 有 毒 物質 が 発見 され , 前 者 の 専 
は バフ トキ シン , 後者 の 産 は グラ ミス チ 
ン と 命名 され た . 

これ ら の 有 林 粘液 は .、 どちら も まる で 
石鹸 水 の よ うに 、 水 を よく 泡 立 た せる 性 
質 が ある 。 ま た 、 か な り 強 い 苦み も あ 
り 。 食べ よう と し て くわ えた 急 は 、 あわ 
て て この 乱 を 出す 魚 を 吐き だ し て し まう 
か ら 、 枯 液 が 防御 的 な 役 を 果たし て いる 
わけ で あろ う 

大 き な 魚 の 口 の な か に は いっ て 掃除 を 
する ホソ ソ メ ワ ケ ベ ラ は , どの 海水 魚 か 
ら ゃ 決し て 追い か けら れ た り , 食べ られ 
た り し な い の で 有名 で ある 。 こ の 魚 と 人 色 
や 形 が ほとん ど 区 別 が つか な い ほ ど よ く 


漢字 の ふる さと 22 
藤堂 明 保 


熊 ( く ま ) 唐 代 の 中 国語 で は ユウ 
(hiung)、 今 の 北京 語 で は シ ュ ン (Siong) 
ど と VS う 。 

「 態 」 と いう 字 は 、 いう まで も な く 
「 能 」+「 火 」 か ら で き て いる 。 それで 
は 「 能 」 と は いっ た い 何 だ ろう 。 こ の 字 
の 右 が わ は 四 本 足 を 表わし 、 そ の 左側 は 
ム 印 と 肉 と か ら な っ て いる 、 ム 印 は ,、 じ 
つ は 古代 の 人 々 が スキ や テコ と し て 用 い 
た 、 曲 が っ た 棒 の 形 で あっ て , 働く た め 
に 使う 道具 、 転 じ て よ く 働 く 、 動 く と い 
う 意 味 を 表わし て いる 。 し て みる と 
「 能 」 と は 、 和 柔らか い 肉 が あり 四 本 足 で , 
か つ 耐 久 力 の 強い 動物 の こと で ある 。 そ 
こ か ら 能 力 と いえ ば 、 ね ば り 強 く 働 く エ 
ネル キー と いう 意味 に な っ た 





似 て いて 、 ホ ソソ メ ワ ケ ベ ラ と 同様 の 特 
典 を 他 の 人 魚 た ちか ら 受 け て いる 鋼 に , = 
セク ロス ジ ギン ボ が ある 。 

し か し ,。 こ の ニセ クロ スジ ギ シ ボ は 
ロロ の な か に は いっ て 掃除 を し な い だ け で 
な く , か みつ くら し く ,、 口 の な か に は い 
っ た まま 行方 不明 に な っ て し まう が , し 
ば らく た つと 平然 と 泳い で いた り 、 思 も 
絶え だ え の 状 態 で 水底 に 横たわっ た 姿 と 
な っ て 発見 され る こと も ある 。 半 死 半生 
の ニセ クロ スジ ギン ボ は 、 体 家 か ら た く 
さん の 粘液 を 出し て 透明 な ふく ろ 状 の か 
た まり を つく り 、 そ の 中 で ほか の 動物 か 
ら 攻撃 され る お それ な し に 静養 する 。 そ 
し て 1 週間 後に は 完全 に な お っ て 再び 
泳ぎ だ すこ と が で きる 。 

水 の な か と いう まっ た く 別 の 世界 で 起 
き て いる この よう な 粘液 の は た らき の 細 
か い 機 構 は 、 わ か っ て いな いこ と が 多い 

魚や 内 に み ら れ る 粘液 を 使っ た この よ 
うな も ろ も ろ の 習性 は 、 ど の よう に し て 
獲得 され た の で あろ うか 、 画 (H) 


人 
維 褒 #】 


「 能 」 と いう 字 自 体 は 、 古典 で は 耐久 力 
の 強い 大 ガメ を 意味 する こと が ある 。 そ 
の 「 能 」 に 「 火 」 を そえ た の が 「 熊 」 と 
いう 字 で ある 。 カ メ は 淵 に 住む 水 の 精 で 
ある が , クマ は 山林 に 住む 火 の 精 で あ 
る 。 し か し , カメ と 同じ よう に ね ば り 強 
く 、 お まけ に 冬眠 し て も 杏 え な い ほ ど 耐 
久 力 が ある 。 そ れ で 「 熊 」 と いう 字 を 書 
よう だ な っ た 。 

クマ は 火 の 精 (熱性 ) で あっ て , その 
肉 を 食べ る と カッ カッ と は ほてる 。 どり わ 
け 熊 堂 (クマ の 手のひら ) と 熊 白 ( 背 
骨 の そば の 白い 脂肪 ) は , 最高 の 栄 杖 食 
と みな され た 。「 熊 堂 は わが 欲す る と こ 
ろ な り 」( 舌 子 ) と いう の は , 普 の 人 々 
の 通念 で あっ た らし い 。 画 








( /N7/77/c 


クマ 笠 


は: 味 上 で は 最大 の 食肉 類 て 、 な か に 
く カ ヒビ クマ は 。, 体長 280 セ か 。 全車 は 
800 キ ロロ 近く に 達する も の か いる は ., 


オン や ト ラッ の 比 で は な い 


動物 に は 2 うつ の 特徴 か ある 。 ま す 、 食 
勾 日 に 分 需 は され る も の の 、 雑食 性 て ある こ 
) 1 + ょ 、。 大 き な か ら だ を ささ える 歩 
さ 方 大 ト や イタ チ と 同 し よう [ 
也 面 に 足 う ら 全 部 を つけ て 上 果 行 (【 
生 ) た め 、 そ の 動作 は 安定 【 
か に も と っ し り と し た 感じ し を い だ か せる 。 ま 
た 、 貴行 性 の お か げ で ". 後肢 (こう こち あ 
を 常 か 1 捕 肢 せん 1 
路 み つけ る こと も 可能 で ある 
た の 重量 の ある 格好 と 、 の っ そり と し た 動 
* に も か か わら ず 、 疲れ を 知ら ず に 歩き まわ 


り 、 長い つめ を 生か し て の 本 浴 り も うま 


水 ぎ も 達者 て ある そし て , 必要 と あら は , 


その 風体 か ら は 想像 も て きぬ ほど と 、 軽やか に , 


く ヒビ ド 豊 か に 走る 。 か と 思う と . お 民 を 


: 
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7 り 人 77 用 


1.5 m 


140kg 








タン と つい て し っ と し て いた り 、 前肢 (ぜん 
し ) で さか 立ち を し その まま 何 歩 か 前 
歩く よう な こと も や る 

クマ は , いろ いろ な も の を 食べ へ る 。 とくに. 
若い と き は 木 の 捧 や 、 相 の 和 、 上 果実 な ど を 好 
む 。 カニ や 団体 動物 、 ミ ミス や 尼 虫 【 こ ん ち 
紗 づ )。 魚や 伺 。 罰 。 ま 寺 。 逐 力 や アザ サラ 多 な 
どの 大 型 の 貴 茂 ( ほ に ゅ う ) 類 も 食べ る 

食べ 物 が 弄 征 な と き は ,、 どこ か へ た くわ え 
て お いて あと で 食べ る 習性 が ある 。 ま た 、 
食べ 物 が 少な く な る と , 錠 え に か られ て 人 時 


近く に 現われ .、 ヒツジ や ウシ な どの 家 帝 を 肖 


無 表情 な 顔 、 不安 定 な 性 質 
クマ の か ら だ は . 日 と 耳 と 尾 を 別に すれ は 、. 
すべ て 大 き な つ くり で 、 と くに 頭 部 と 四肢 (1 


〔 は が っ ちり と し て いる 。 区 づら は 、 丸い 


28 2 7 ァ グ 島 すむ も の か が 。 い ちば ん 大 


MM/ 古 7 リル 


顔 の まん 中 か ら 、 ぬ っ と 突き で て いる 。 2 つ 
の 日 は 小さ く . 表情 の な い 皆 を いっ そう きわ 
だ た せ , 見 る 者 に その 心 を の そ か せる こと が 
カス な どの 調教 で 、 い ちば 
ん 手 を 焼く の は クマ だ と いう 。 まっ た く 表 情 
が わか ら ず 、 不意 に 襲っ て くる か ら で あ る 

雄 と 雌 の か ら だ を くら べ る と , 後者 は 体長 , 
休 重 と も に , 約 20 バ ー セ ント ほど 少な い 

4 つの 足 に は , 指 が 5 本 。 い ずれ に も , 引 
> こめ る こと が で き な い 大 きく 長い , 曲がっ 
た つめ が つい て いる 。 足 う ら に は . 生活 の 場 
括 が お お っ て いた り , いな 


な い 。 事実 、 サ 


の 違い に よっ て 。 
か っ た り で ある 

クマ の 分 布 は 、 北半球 に 片 寄っ つて いる 。 た 
だ し 、 南ア メリ カ の メガ ネ グ マ と , スマ トラ , 
ホル ネオ な ど に すむ マレ ー グ マ は 例外 で ある 
人 キョ ク グ マ は 、 その 名 の と お り . 北極 圏 
に すん で お り 、 南極 に は いな い 。 また. この 


Fe 3 の を ^ 
の 


20 
メト 





クマ は 学名 が 示す よう に (zzz7/7zes は 、 ラ 
テン 語 で 海 に すむ の 意 ]. 海 で 活躍 する 中 
の 半 水 生 の クマ で ある 

ほとん どの クマ が , 単独 で 、 自分 が も つ 
定 の な わ 張 り の な か で 生活 を し て いる 。 し か 
し , 交尾 期 や 、 子 ども の 保育 を し て いる 母 グ 


マ な どの 場合 は 別 で ある 


ふつ う ク マ の 上 巣 は , 大 木 の ほ ら や 洞窟 、 土 
穴 、 岩 の 割れ め に つく られ . 入 間 は その 隠れ 
場 で 過ごし て いる 。 ク マ は ほとん ど が 夜行 人 
か 、 半 人 夜行 性 な の で ある 

ホッ キョ ク グ マ に は . 巣 と いう も の は な い 
た き な 水 山 や 荒涼 と し た 平原 を 歩き 、 ま た 流 
水 に 運ば れ て . 海上 を 長い 間 移 動 し て いる 

妊娠 (に ん し ん ) 期間 は 。 生息 地 の 気 候 条 
件 に よっ て 人 違う が , 般 に 長く 7、8 か 月 間 
で ある 。 それ は 、 受 精 卵 の 子宮 粘 栗 へ の 著 床 


が お くれ る た めで ある 





出産 と 路 乳 ( ほ に ゅ う ) は , 上 典 の 冬 ご も り 
の 期間 中 に 行なわ れる 。 母親 は . 巣 を - 歩 も 
離れ る こと な く , 何 も 食 べ ず に , た だ 秋 に 大 


い に 食 べ へ て 7 わ え た 脂肪 だ け で 、 子 どど も に 


路 世 し て いる の 7 と て も 介し られ そう も な 
い 話 だ が , まぎれ も な い 事 実 だ 


600 倍 に 育つ クマ の 子ども 


巣 欠 で 生ま れ た ば か り の 子ども は , 有 胎 盤 
ゆう た い は ん ) 動 物 の な か で も 最小 の 部 類 に 
は いる 。 子ども は ,、 ドブ ネズ ミ ほ どの 大 き さ 
で 母親 の 命がけ の 貴 乳 に よっ て 育ち , 3 年 ほ 
ど で て 成 貞 に な る 。 そ の か ら だ の 成長 率 は , な 
ん と 約 600 倍 で , 小さ く 生 ん で 大 きく 育て る 
いう 貴 乳 ( ほ に ゅ う ) 動物 の 、 理想 的 な タイ 
プ て ある 

クマ の 冬眠 は , 北半球 の . そ れ も 暖 か い 地 方 
に すむ クマ と , ホ キョ ク グ マ 〔 妊 娠 (に ん 
し ん ) し た 雌 は の ぞ く 〕 を の ぞい た 動物 に み 
られ る 習性 で ある 。 それ は , マ 1 ト の よ 
) に 、 仮 死 状 態 に な る ほど 深い も の で は な く 、. 
体温 も さほど 下がら な い 。 間 を お いて , 目 を 
さま すこ と が ある と いう 程度 で ある 

冬 こ も り の 昌 穴 に は 、 コケ や 本 の 枝 や 草 が 
敷き つめ られ て いて , それ ほど 広い も の で は 
な い 。 自 分 の か ら だ が は いる 程度 の 入り 口 で , 
中 も や っ と か ら だ を 丸め て いる こと が で きる 
くら い の 広 さ で ある 

冬眠 中 は , 自分 の 巣 穴 を 離れ すず 、 何 も 食 
な い 。 秋 の 終わ り に は 脂肪 が つい て 志 ま る 
と 大 っ て いた も の が . 春 に な る と 見 違え る よ 
うに や せ 細 っ て いる 。 も ちろ ん . 胃袋 は か ら 

ほ で ある 

クマ は 、 人 間 の 住ん で いる 地域 は 避け て い 
と っ 人 謝 人 を 組 う こと も め > た に な い ッ マ に 
租 わ れ た と いう 話 の ほとん ご ど は. 誇 震 で ある 
か .、 あるいは クマ に 対す る 無知 が 原因 で ある 

クマ に は な わ 天 り が ある 定 の 地域 、 
た と え は , 20 一 30 キ ロロ 四方 の 木 な ど に , 自分 
の か ら だ を こす りつ け て . し る し に し て いる 
- れ は 同じ 種類 の クマ が . 絶対 お か すこ さ ょ 
の で て できない 聖域 な の で ある 。 な わ 張 り の し る 
し は , 木 の 幹 の 上 に ,. つめ で ひっ か いて 示す 
こと も あり , それ は , た また ま 侵 入 し て きた 

ッ タイ バル に 、。 自分 の 力 の 大 き さ を 示す 手段 に 
も な っ て いる 

クマ は ,、 すばらし い 嘆 覚 (きゅう か く ) を 
も っ て いる 。 ホッ キョ ク グ マ な ど は , 30 キ ロ 
も 先 の アザ ラ シ の 脂肪 の に お い を か ぎわ ける 
と いう 。 ま た 聴覚 も 鋭い 。 視 党 は 、 非 常に 劣 
> て いて , 者 えた ぎっ て いる や か ん を , 敵 ょ 
まち が えて 格闘 し た と いう 話 も 残っ て いる 


らい 


多 系 と は テ 





1 の の 科 で と も 肉 を 食う 種類 


アガ ナ ペ 7 ル 7 V た だ 
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呼吸 する と き は 、 ゼー ゼー と いう 和 足 が 切れ 


た よう な 音 が し 、 と き お り 低 く 到 いう な り 志 


や 、 鋭い 叫び 声 を 出す こと が ある 


クマ の 知能 は 高く 、 訓練 を し て 芸 を 仕込 


こと も で きる 幼 の 期 旧 は 従順 で ある が 、 


性 質 は 不安 定 で 、 急 に 、 な ん の 前 触れ も な 【 


に お こり だ す 。 と くに 老 獣 に な る と , まっ た 


る 





在 命 は 、 種 に よっ て 倍 う が 、 約 30 

その 他 、 次 の よう な 特徴 が ある 

旬 ア フリ カカ と オ スト ラリ ア を の ぞい た 地 

域 に 広く 分 布 

@ 本 来 は 地上 に すむ が 、 樹 上 で 生活 する + 
の や 海 で 半 水 性 の 生活 を する も の も いる 
@ 歯 式 は 、 門 歯 3/73、 大 歯 1/1、 前 四 歯 
きゅう 【 4/4。 円 歯 2/3 で, 歯 数 は 
合計 42 本 。 門 歯 は わり に 大 きく 、 大 歯 は 鋭 
い 。 歯 は 幅広 く 、 平ら な 面 に 多く の 突起 

が つい て , 雑食 性 を よく 示し て いる 

クマ 科 は 7 属 8 種 に 分 類 さ れ て いる 。 以 下 . 

> ホホ ュ 


E ヨ ダマ 。 ヒグマ 。 ア ラス カビ ダ マ 、 ハ イ 


ナマ ケ グ が 。 ン 人 | ダマ 。 メガ ネ グ マ 


ィ ロ グマ , アメ リカ グマ 、 ツキ ノワ グマ の 順 


に 調べ へ て みよ う 





"マル 77770S 777077 で 27777 系 + 
マ は 。 ふ つう) 雑食 性 で , 木の実 や 草 , 根茎 
果実 な どか ら , 昆 中 や ォ な どの 小 呈 乳 圧 
そし て 。 り 。 ウシ, ウマ まで も 前 っ て 食べ る 
人 錠 え に か られ る と , 山 か ら お りり て 人 人 家 を 毅 
アカ ルー (0 た 7 た が 7N 7 が た \Z た 7 アパ だい 





ナマ ケ ク マ 属 cz//7ss 


ナマ ケ ク マ 7c/7s//s 7S772045 


ナマ ケタ ダマ は 。 ナマ ケ ダ マ 必 の な か の た が 


ひと つの 種 で あり , 学名 の 《 メ ルル スス 》 と 








いう ラテ ン 語 は . 《 塗 の 好き な クマ 》 と いう 





意味 で ある 

この クマ に は , ほか に も さま ざま な 呼び 名 
が あり 、 フ ラン ス 人 は 《 く ちび ひる の 長い クマ 》 
ィ ギ リス 人 は <〈 師 け グ マ 》 と か 憲 を と る か 
ら 《 ミ ツ ッ グ マ 》 と も 呼び イン ド 人 は . いろ 
いろ な 芸当 を 教え て 見 せ 物 に する の で < 軽 わ 
ざ グ マ 》 と 呼ん で いる 

雄 は 体長 約 160 セ ンチ , 尾長 10 セ ンチ , 情 き 
ご の 高 さ は 85 セ ンチ 、. 体重 は 約 120 キ ロ で ある 

か ら だ は ,、 ざら ざら し た 美しい 黒い 長毛 で 
お お われ , 和 見 づら は 灰色 が か っ て いて , 胸 に 
は 人馬 踏 形 を し た くす ん だ 白色 の まだ ら が ある 
体毛 は , 首 や うな じ で は と くに 長く , ふさ ふ 
さと し た た て が み に な っ て いる 。 足 の うら に 
ょ も モ が な い 


ナマ ケ グ マ は , 頭 部 に 特徴 が ある 。 実際 は 


雑食 性 の 動物 な の に 、 モ グラ の よう な 食 虫 短 
に 似 た 史 部 を も っ て いる 。 人 額 は 広く 平ら で 、 
品 づ つら は 長く の びている ちび ひる は よく 征 
き 、 前 の ほう に の ば すこ と が で きる 

ちび る は 、 ふ た ん 、 あ この 画 端 か ら た れ | 


が っ て いて . 大 好物 の シロ アリ を 見 つけ る < 


管 の よう に の び て 、 吸い こむ 働き を する 


口蓋 【 こ うがい は 、 非常 に へ こん で いる 
ト あ ご の まん 中 に ある べき 2 本 の 門 歯 は 欠け 
こい る 。 そ の た め 歯 の 数 は .40 本 に 減っ て いる 
が 、 そ の 門 歯 の 欠け た と ころ か ら . 信 し られ な 
い は ほど ご よく 動く . 率 の よう に 細い 策 を 出 ! 

[アリ の 巣 穴 や 


た の 上 果 和 を あさ る 


針 め に つい た 大 き な 旬 北 ひび )) は 、。 き 


わ め て 薄い 人 弁 の よう な 仕切 り で 分 けら れ 

る が . こ れ は 思う まま に ふさ く どの \ を 人 き 才 

日 も また 代 め ゆめ しり リ 下がり に つい て いる か , 小 
さく て ブタ の 日 の よう た だ し. 耳 は 鍋 く 。 ま る 


EE が 深 生 し て いる 

ナマ ケ グ マ は , イン ド や セイ ロン 島 に 非常 
に た くさ ん すん で いる 。 だ いた い 何 頭 か の 家 
族 で 集団 を つく っ て 森 や 茂み に いる が . あま 
り 高 く な いび 場所 を 好む 。 山 や 混 気 の 多い 平原 
に は 、 め っ た に いな い 。 冬眠 は し な いし , 8 

で で も , す ご いい びき を か いて 眠り ,、 モ ンス 

ン の も っ と も 激しい と きだ け 洞 癒 の 中 に 引 
> こん で いる 

才 季 訪 に いる の で 、 真生 は 太陽 の 圭 熱 を 
避け 、 活 動 す る の は 夜 に な っ て か ら で あ る 
吊 党 (きゅう か は あま り 発 達し て いな 
いし 、 聴覚 も 視覚 も あま り 鋭 く な い の で 、、 
て も 用 心 深 い 。 ときには, 続け て と ん ぼ 返 り 
を する よう な ぶ ざ まな 格好 で 早く 歩い た リ 
走っ た りす る 。 岩 に 俸 る の は と て も 速い が , 


登り は へ 7 で ある 





蜂 密 と シロ アリ が 大 好物 





好き な ご ち そ う は ., 審 と シロ アリ で ある 
シロ アリ の 上 巣 を 見 つけ る と , その 長い っ め 
えぐ り ., 息 を 吹き か け て トン ネル を ふさ いて い 
る 土 や 石 を と り の そく 。 そして, 200 メ ー ト ル 
も 離れ た と ころ で も 聞こ える よう な , 大 き な 
音 を た て て , シロ アリ を ロロ に 吸い こむ 。 また. 
た くさ ん の 木の葉 、 果実 、 卵 や 鳥類 も 食べ 、 
腐 肉 も 平気 で 食べ る 

本 に 登る の は へ た だ けれ ご ども. 現地 の 人 び ひび 
と が ヤシ 酒 を 集め る た め に , 入れ 物 を つる し 
て お いた 木 に 登っ て , ヤシ 酒 を 飲み ほし , す 
> か り 酔 っ ぱら っ て 降り て くる と いう 話 が あ 
る ミツ バチ の 巣箱 に も 、 よく や っ つて くる 
寺 い も の が 好き な の で サト ウキ ビ 畑 に も 現 
われ て , 大 き な 和 被害 を 与え る 


引地 の 人 た を たち は 。 と か くい 人 いあ と て と の タタ 


アガ ルリ が 6077 の り 





ムン 
に 4 


| 活 いる けれ 
ド 邊 人 間 
+ 1 な - 癌 
』 車 4 
ヽ | 
| ト お 6 
+ 年 間 を 通し て 行 な 』 
1、2 虹 、 き わ め ま オ 
細 演 や 地 1 ちる ほれ 家 
清 寺 535 カ ) 坪 起 
どう ! と の 7 トト 
た 人 寺泊 
| +、 飲 / ) 食 
R た 0R 流 
5 まき 人 は 衝 
弄 命 は 、 飼育 +40 蔵 


E 質 は # が ある が .、 野生 の 状態 
| + ト きわめて すず カ 
| 飼育 下 に d +、 
n イ の 状態 に な オォ し きま 
則 的 に と り 、 獣 医 が めん 
ン あら ゆる 外部 の 敵 か ら は 守 


L 


胃 / を 仙 
を オ 1 ] 愛 情 中 
5 食 
お まけ) / )、 何 な と で ある < 
/ か ん 方 
1 ) 泌 
す 1 7) 騰 
) と オ 
』s 式 1 有人 ミ 


書か な 食事 を 規 


) を 〆 み 





マレ ー ク グマ 属 


7///77/7 の S 
マレ ー ク マ 


7z//777 05777/ ハ 7777/ で 


別 名 + ユ / も I 平 ば れる | 
クマ 科 の な か で は 小 放 1 か いら 1 
細長 頭 や 見 つら も 大 き [ 志 鹿 ] 
中 股 は 本 ] ! た さ 
/) ) [ トモ か な し ) 1 ] 
よう に 曲 が 打 中 } 者 
体長 は 135 1 だ 禁 ょ 全 本 の ) 両 





身 黒く つや つや し て いる 。 胸 に は 円 形 か ある い 

ょ 生 路 展 を し た 明る い 間 販 色 の まだ ら が ある 
Z レ ー グ マ ほ スマ トラ 。 ボ ルネ オ 。 イ ンド 

シナ 、 マ レー 半島 お よび ビル マ に すん で いる 


- の クマ は クマ 科 の な か で いち ば ん 木 登 り 


が つう まい 毎日 ほとん ご ど を 木 の 上 で 過 ご 【 
お も に 植物 、 そ れ も < に ヤシ の 条 らら か い 馬 
を 食べ へ る が , また 昨 虫 (こん ちゅ う ) や 小 更 


の 貴 有 孔 ( ほ に ゅ う ) 類 . 鳥類 や その 基 な ども 


食べ る 。 人 性質 は 明る くい た ずら っ ほ ぽい 


シロ アリ を 足 で つぶ し て 食う 


也 上 上 で は 脚 (あし )」 を 内 また に 曲げ て 歩 
の で ) ろ まな 歩き 3 中 える 。 夜 だ け 活 
動 【 入間 は 木 の 枝 の 上 て 3 」 

る 7 から, 所 夜行 性 7 め つ ける 
) に は 少し 無理 が ある いう の は 。 ドロ 
ス 人 た ち が 《 太 陽 の クマ 》 と 呼ぶ くら い 。 ぎ 
らき ぎら と 日 の 秩 く と ころ も 好き た か ら て ある 
「 レ クマ の 了 れ 本 の 上 に 枝 を 折 





た けり 曲げ た り し て つく られ て いる 


| ト 日 が か ない し か し 栄 を わ | / 
> | よ 7 ク な は を 唄い 
むか わり ロア リ の 寿 れ の 上 を 歩き まわ 
SE 介 > ぶし た アリ を な め た り 、 脚 に 登 
る アリ を 食 いる 
7 マ は 冬 過 し な い ] た | | 


- 歩 きま わる まま に し て お いた り , 子ども / 


ちの 遊び 相手 に も する # ナ れ ど も 成 陣 に な る 
3 する と 1 ) 戸 あけ 見つけ ガ 7 
) 穫 な / も らら Fa 2 - ト ょ る 
素 計 
1 孝志 。 E+ 


7 7NN A/NV/ 


7 (7 だ た V い 7 が 内 777 の 





メカ ネ ク マ 属 77czZ7c7os 


メカ ネ ク マ 


77c777C7 の S 0772777/ さ 


急 帯 に すむ 第 2 の クマ は メガ ネ グ マ で ある 

メガ ネ グ マ と いう 名 は 、 自 い 班 絞 が 日 を 時 
ん で めがね を か け て いる よう に 見 える た め 7 

この 弄 紋 の 形 は 、 個体 に よっ て 非常 に 邊 っ 
て いる し ,。 また まっ た く こ れ の な いも の も い 
る 。 こ の 人 違い は 性 別に よる も の で も 、 年 齢 に 


よる も の で も な い 。 雌雄 に か か わら すず 《 め が 


ね 》 が 不 完全 で あっ た り 、 少し も 目 た た な か 


> た りす る の で ある 生 、 生ま れつ き の 同 


じ 模様 を つけ て いる が その 子 、 その 人 孫 と 代 


が 変わ る に し た が っ て 横 様 の ほう も 変わ 


メガ ネ ク マ クマ 科 !。 日 の まわ り の E 





めがね の よう 見 える た め , その 名 ヵ 


樹 上 性 で , 植物 が 好き で ある 


体長 は 約 150 セ ナ 。 体重 140 キ 
南ア メリ カ 唯 一 の クマ て 。 数 の 少な い 珍 央 7 


アガ (の 77 


> た く 個性 に 


メガ カネ グマ の 体長 は . 


南ア メリ カカ に すむ 唯 
ア メリ カ 大 隊 


マ 科 の 動物 


少数 し か 生存 し て いな い 夫 し い 動 物 て 


山脈 の 海抜 3000 ァ 


すむ 夫 所 は 、 


人 間 の は いり こめ な いよ うな 密林 の J 


と き と き サ バン 





、 ル の ) 少 アブ 


に 毅 い か か る こと が ある と いう が . 食べ 物 は 、 


お も に 植物 で ある 。 エ クア ドル で は . 25 ァ 
トル か ら 30 メ ァ トル も の 高 さ の ヤセ シ の 木 に 
その 枝 を 折り 、 地上 で 食べ る 。 ヤ 


氷 ら か い 荷 芽 が と くに 好き な の で ある 


7 よく 熟れ る 前 の 。 水気 の 多い トウ ュ 


シ の 穂 や 果実 、 あ る 種 の サポ テン の よう な 】 


気 の 多い 果 条 も 好き で ある .。 動物 園 で 側 育 さ 


れ て いる も の は . 内 も 食べ へ る 
本 登り が と て も し ょ うす で , 枝 を 3 
組み 合わ せ た り し て 樹 上 に 巣 を つ 


の 中 で 眠る 。 こ の 巣 の 中 で 、 雌 は お よそ 


月 半 の 妊娠 (に ん し ん ) 期間 の あこ 、 1 、2! 


の 子 を 生き 


インデ ィ オ 堪 ち は ほ は,。 メメ 妨 ネ ザ ル の 肉 を た \ 


へ ん 好 ん で 。 と か 吹き 矢 と い 


原始 的 な 道具 を 何 て これ を 狩 に DA 





+ エ マ オ 
1 青 v 和 の 世界 
そこ に すむ か れ ら に は 索 - (は 
ち み な 泳ぎ と カカ で , アサ シ や 魚 を 捕え て 
上 の 母子 は , 海 の ユ 4 尼 。 信 8 一 0。 


ア 7 7 74 が SAN 
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ホッ キョ ク ク マ 属 77z/c7os 


ホッ キョ クダ グマ 


77/77777 の 5 777777777 ゞ 


ホ ポ ホッキョクグマ が ほか の クマ と 人 直っ てい 
る と ころ は か ら だ が 長い こと 、 肩幅 が 狭い 
と 、 育 が 長く 、 脚 (あし ) は と に 大 きく 。 


( 


) 指 は 、 半分 くら いま で 膜 で つなが っ て い 
て 泳ぐ こと に 適応 し て いる 、 な ど で あ る 


体長 は 約 260 セ ンチ ., 肩 ま で の 高 さ は 100 セ 
ンチ で 、。 体重 は 最大 8B00 キ ロ に も 和 達する 

- の クマ は 、 北極 の 気 修 に と て も よく 適 記 
し て いて 、 も っ と も きび し い 寒 さ の な か で も 、 
まっ た く 半 気 だ 。 そ の 理由 は 、 も 皮 が 、 非常 
に 呼 く て 油 気 が あり . 


2 に 皮下 脂肪 の 層 が 厚い こと 。 第 3 に 外耳 (か 


水 を 通さ な いこ ょ と 光 5 


い 【 と か 尾 と か 足 の 指 の よう な 路 出 し て い 
る 部 分 が 、 体 温 の 消失 を 最小 限 に お さえ る よ 
に 。 小さ な つく りな うつ で ゆる さと 7 

耳 は 小さ 尾 は 世 皮 の な か に 際 れ 、 足 の 
) ら も も モ で お お われ て い 婦 の 放 艇 を 防 
と と も に ,、 氷 の 上 で も すべ ら な いと いう , <- 重 
) 利 点 を も っ て いる 

か ら だ の 形 は すら り と し て いる 。 貞 つら は . 
クマ に し て は わり あい と 短く , ほ と ん < と 円 氏 族 ク 
ご ある 。 ほ か の クマ より も 、 か ら だ は 長い か が 、 
その 体長 の 割り に は 頭 部 は 短い 

人 本来 は 内 食 な の で 、。 曰 歯 (きゅう 【 は は 
か の 雑食 性 の クマ より も 小さ いい が. すう っ と 欠 
い 。 上 肢 (し 1 計 看 党 守っ うし 人 し で いで 。 
うめ は 短い が 次 力 てこ あ る 
体毛 は ヒツジ の モモ の よう に な め ら か で 交 沢 
か が あり 、 年 間 を 通じ て いつ で も 乳 帳 色 を 【 
E 皮 は 銀色 に 光っ てい 


お そら くく 脂肪 の 多い 食物 


RT 


の せい で あろ うか 、 だ ん だ ん 英 色 み を 営 ひ 
EE の 人 色 が 変わ る こと は な 
様 に 自 い が 、 旧 の 先 や くち ひび 


る 、 まぶた や つめ は 墨 い 
流浪 する 水原 の 土 者 


ホッ キョ ク グ マ は 。 北 板 点 を と り ま く 葉 涼 
と し た 地域 の 、 ま ぎれ も な い 土 者 て ある 広 
た な 北 板 の 流水 冬 の 上 に すん で いる が 、 北 引 
7?0 度 以 南 で は ほとん ど 見 られ な い 。 夏 に な る 


と 。 水 の と け て し まう ス (【 ルケ や 


ホッ キョ ク グ マ は この 広大 な 氷 の 国 


定 の 巣 穴 を も た ず に 流浪 生活 を 送っ て いる 





オ キョ ク グ マ 欄 : 地 は #) カ た 
岩山 を 歩き まほ わり, わす か な コケ や 漂 を 捜し だ す 
クマ 科 の な か て 最大 の 部 類 に 属し 、 大 きい も の は 


体長 約 260 セ 


体重 800 キ ロ な ろ る 


7 N 7777 さ イイ 7 た アー ア 777 7 た S た オガ た だ 
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非常 に スタ ナ が あっ て 時 速 4 キ ロ か 5 
回 座 5 の ネス ド で 何時 間 も 泳 き 、 ま た 何 
- キ ロ も の 入り 江 を 泳ぎ 渡る こと も ある 
その 厚い 脂肪 の 層 が 、 比重 を 軽く し て いる 
の で 水 に 浮か ひび やす ぐ 、 後肢 2 こ 水 
を 押し て 、 弓 と 唇 を 水面 か ら 上 に 出し て 潜 
疲れ る こと 洲 水 の 上 に よじ 登り . 風 と 測 の 流れ 
に まかせ て . 和 く ほど 境 い と ころ まで 
と か が ある 
地上 では.、 さす が に か ら だ が 重 た そ う 
か な り ゆ っ くり と し た 歩き を する が 、 必要 
人 間 よ り ず っ と 速く 走る 。 二 や 水 
の EE て は ほ は と くに 速く 。 どく に に 沙 の 上 だ と 。 驚 


ほど の 速 さ で すべ っ て い 起伏 の 多い 土地 


で は 、 い つも 奇 跳 に 近い 正確 さ いち ばん 
短く て 、 い ちば ん 歩き や すい 道 を 見 つけ る 


3、4 頼 の 家族 か ら な る 小さ い 群 れ を 見 る 








ェ の 分 有 
は ) 。 単 多 生 : 舌 者 だ ヵ り ま 
2 , 3 頭 の 群れ で あれ ば , 母子 に まち が いな すん で いる 
生後 2 年 間 は ・ し ょ に 生活 し て , 泳ぎ や 狩り の 租 。 これら みう 28- 13 
か け ひ きま で 、 生活 の 実際 を すべ て 教わる 





アガ 7 が た だ NNーC777 さ 77 た が 
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うり 
ぐ て 


7 1V7 





が よく ある 。 そ れ 以 上 の 場合 は 少な い が . 


クジ ラ の 死 骸 が ある と , すぐ れ た 員 覚 ( き ゆ ゅ 

) か を 使っ て , 慌 か ら / さん の 仲 
間 が 集まっ て くる 。 し か し ク は 毎 日 湊 栄 
- 乗 りあ げ る わけ で は な い 。 そこ で オ 
ッ グ マ は 、 食 べ て いく た め に 、 策 や カ や 外 
捧 さ に / ト ら な で + ょ な ら な い 


絹 脳 的 な 対 ア ザラ シシ 作戦 ' 


水 き の うま いこ と を 生か し て サケ や 子 ク : 
5。 ゴゴ 光 力 。 。 オ ヒコ 上 ウ と いっ を を 。 瓶 字 


海 の 大 き な 貴 孔 ほ に ゅ う )」 類 や 魚類 を と る 


に くに アザ ラ シ は 好き な 閥 物 で ある 。 アザ ラ 
は 脱 病 で 用 心 深 い 動 物 な の で 、 ホ ッ キ コク 


クマ は 水 に も くり 。 水面 に 顔 だ た け 出 し て 呼吸 


し ,、 アザ ラ シ に 見 つか ら な いよ うに . 風下 か 


ら 近 づつ いて いく 。 そし て 泳い て いる アザ ゼ 
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は 長い 間 障 


埋 風 を 防 


提 間 が 8 か )! 


た ち は き きわめ 


日 は 閉じ た まま で ある 。 日 は 4 週間 / 


月 の は し め !| 
よ 灯 の あさ 


他 の クマ 科 の 動物 








他 者 の 追随 を 許さ な い 
28- 18 か し , 体長 が 3 ,4 メー トル も ある セイ ウチ の 
き ば は 苦手 で , 勝負 は 互角 だ と い 
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に も 、 疲 れ た と き は 母親 の 背 に 登る 。 挟 親 
は , 実際 に 子ども た ち が 人 危険 な とき は も ちろ 
ん 、 自分 すら も あぶ な いと 思わ れる と き で も 
男 逆 に 子 ども を 守る 


F ス キモ ー の クマ 狩り 法 


1 デュ 


F ス キモ ー た ち は , 1 年 じゅ う ホ ッ キ コク 
グマ を 狩る 。 それ は 自分 た ちの トナ カイ の 
れ を 守る た めで も ある し , この 動物 の 上 E 皮 、 
脂肪 や 肉 を と る た めで も ある 。 し か し 。 その 
肝臓 に は 毒 が は いっ て いる と 思っ て いて 、 別 
(EC 符 el まう 

むか し 、 こ の 動物 は 猿 針 だ と いわ れ て い 』 
が 、 それ は 非常 に 誇 湖 され た も の で ある .。 了 
ども を お び や か さ れ た 雌 が 毅 い か か っ て くる 
ほか は . 人 を 選 け 、 傷 を 受け た と き で も 、 人 涼 
げ ら れる と 思え ば 逃げ る ほう を 選ぶ 抵抗 3 
る の は 逃げ られ な いと きだ け で ある 

利口 な の で 、 た いて い の わ な は か ぎ つ け て 
し まう し . 万 - わ な に か か っ て も 、 力 が 強い 
か ら こ わし て し まう 。 そこ て エス キミ ュ ( 講 : 
クマ を や っ つけ る 独特 の 方 法 を 見 つけ た し た 


クジ ラ の 骨 を つり 針 の よう に と が ら せ 、 反 


肪 で くる ん で 寒気 に さら し て お 脂肪 が 
固まる と , 自分 た ちの キャ ン フ か ら 少 し 離れ 


た と ころ に お いて みる 。 クマ は えさ の に お い 
を か ぎ つ け , こ れ を 飲み こん で し まう 。 す る と 
表 の 中 で 脂肪 が と け ., ク ジラ の 肖 が あら われ 、 
クマ は 腸 に 穴 を あけ られ て 先 ぬ と いう の 7 

ホッ キョ ク グ マ の 数 は 乱獲 が 原因 で 、 た い 
へ ん 減っ つて し まっ た 。 そこ で 今日 で は 。 北 永 
洋 に 隣接 し て いる すべ て の 国々 が . まだ 生き 
残っ て いる 1 万 5000 頭 余り を 保護 し よう と し L 

あら ゆる 努力 を は ら っ て いる 

人 間 の ほか に は 、 ホ ッ キ コク グマ の 強敵 は 、 
セイ ウチ や シャ チ な ど で あ る 

ホッ キョ ク グ マ は 非常 に 小さ いと き に つか 
まえ れ ば , 人 に な れる し , ある 程度 は 訓練 す 
る こと が で きる 。 飼い 主 が お り へ は いっ て き 
て も 恐れ ず 。 うれ し が りさ えす る 。 し か し 決 
し て その 野性 を 捨て る こと は な い 

飼育 は 、 は じ め 生 乳 や バン で 礁 い 、 あ と は 
内 や 魚 と パン で 育て る 。 成 上 喘 の クマ は , 1 日 
に 3 キロ の パン を や れ ば . じゅ うぶ ん で ある 

年 を と る と , 毛並み が 黄色 く な り . お こり や 
すく な る 。 と り わ け 食 事 の と き に は ., 仲間 に 
か みつ いた りす る が 積 概 的 に 襲 いか か る 
と は し な い 。 しかし, うな っ て , その ふき けん 
な 気持 を 表わす 。 よ くめ ん どう を みて や れ は ば 
長く 生き も する 長 大 の 記録 は 34 成 二名 

どこ の 動物 園 に も 何 下 か の キョ ヨク グマ 
が いる が 。 北 極 近く の 故郷 と は 気候 が 攻 


人 癌 っ て いて も , ど の クマ も と て も 健康 て で ある 


アガ 7 7 が 7 
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カラ ー ペ ー ジ 解説 
日 本 最大 の 食肉 類 2 


三 ホ ボン ツキ ノワ クマ に つい て 


ツキ ノワ グマ Se/ezZ7cZoy /7z の e/Z5 
(は アフ ガー スタ シン 。 パ キス タン 、 ヒ マラ 
ヤ か ら , アム ー ル 以 南 の アジ ア 大 陸 東 部 
と ハイ ナン (海南 ) 島 。 台湾 、 日 本 に 分 
布 し て いる 。 日 本 の 本 州 , 四国 、 九州 に 
分 布 す る も る の は , この ツキ ノワ グマ の 一 
亜 種 で ,。 ニホン シッ ツキ ノワ グマ マツ 
7 の ezzs 7 の ozzcs と 呼ば れ て いる 。 

ニホン ツキ ノワ グマ は 、 現 在 約 7000 頭 
が 生息 する と いわ れ ,、 九州 で は 祖母 山 、 
四国 で は 剣山 、 高 知 県 の 幡多 な ど に 、 き 
わ め て わずか の 生息 が 確認 され て いる だ 
け で ある が 、 本 州 で は 中 国 山 脈 か ら 下 
北 ・ 津 軽 半島 まで 、 山脈 ぞい に 広く 分 布 
し て いる 。 し か し , いずれ の 地方 で ゃ 奥 
地 に 残さ れ た 天然 林地 域 に の み 生 息 し 、 
研究 者 の 目 に ふれ る こと が 少な い の で , 
ツキ ノワ グマ の 生態 に つい て は よく わか 
っ て いな い 。 

ツキ ノワ グマ は 大 きく な る と 220 キロ 
に も な る が , 泳ぐ で こと や 木 に 登る こと は 
じょう ず で 人 性質 も ヒグマ に くら べ て , ず 
っ と お と な し いと いわ れ て いる 。 


ほとん ど 植 物 を 食べ る 


食べ あと の 観察 、 ふ ん や 捕 閥 され た ク 
マ の 骨 代 の 内 容 物 の 調査 な ど で 、 ク マ の 
食べ 物 を 調べ て みる と , ほとん ど が 植物 
質 の も の で あっ た 、 

春 は コブ シ の 作 、 ウド, ブナ ノ キ , ミ 
ズ ナ ラ , スゲ 類 の 新 草 、 フキ 、 イ タ ド 
リ 、 シ シ ウ ド 、 ウ バ ユ リ , ウ ワ バ ミソ 
ウ ,、 バイ ケイ ソウ , カニ コ オ モ リ な どの 
葉 、。 ネ マガ リ ダ ケ の 竹の子 , イチ ゴ 類 の 
実 。 秋 は アケビ 、 ク ワ , カキ , ヤマ ブ ド 
ウ 、 クリ, サン カク ズル , ウラ ジロ ガ 
シ 、 ア オハ ダ ,、 カナ クキ ギ ノ キ 、 ミ ズ キ な 
どの 木の実 を 食べ る 。 

夏 は ふん が 少し し か 採集 され て いな い 
が 、 イ チ ゴ 類 の 実 、 フ キ な どの 雑草 の 葉 





生後 約 1 か 月 の ニホン ツキ ノワ グマ の 子 グ マ .、 暴 雄 
1970 年 京都 府 美山 町 芦 生 演習 林 


1 頭 ず つ で ある 








渡辺 弘之 
(京都 大 学 農学 部 講師 ) 
系 を 食べ て いる 
動物 質 の も の で は アリ 、 ハ チ 類 を 好 
み 、 アリ の 巣 を 掘り 返し た り 、 ハ チ の 巣 
を と っ た 跡 が 見 つか る 。 
カニ =, 甲虫 類 の 幼虫 、 シ ロア リ な ども 
食べ る よう だ 。 し か し , 他 の 動物 質 の る 
の は ふん や 胃袋 の 中 か ら 出 て こない の 
で 他 の け も の , へ ビ , 野鳥 な ど を 藤 っ 
て 食べ る こと は ほとん ど な い と 考え られ 
る 。 また, と きど き , 山村 の トウ モロ コ 
シ ,、 ソバ ,。 ムギ 。、 サツマ イモ , スイ カ , 
クワ な どの 畑 を 荒らす こと が ある 


1 分 に 3 回 の 呼吸 で 冬 ご も り 


シカ , サル ,、 イノ シシ , キツ ネ や 他 の 
け も の た ちの ほとん ど が , 雪 の な か で も 
活動 し て いる の に , ツキ ノワ グマ は 雪が 
降る 11 月 下 和 名 ころ に な る と 、 大木 に で き 
た 樹 洞 、 岩 石 地 の 割 れ め 、 倒 木の下 な ど 
の 雨 や 二 、 日 光 の は いら な い 内 部 の 広い 
乾燥 し た 穴 に は いっ て 冬 ご も りす る 。 

冬 ご も り は 克 虫 類 や 昆虫 類 の よう な 冬 
眠 で は な い の で , 狼 師 や 久 大 な ど が くる 
と , 穴 か ら と び だ し て 逃げ る こと が あ 
る 。 人 間 以 外 の 員 孔 類 の 大 部 分 は 頭 が は 
いれ ば 、 か ら だ は 自由 に は いれ る と いわ 
れる よう に , 考え られ る より も ずっ と 小 
さ な 穴 に は いっ て お り , 穴 の 入り 口 の 大 
き さ 50 セ ンチ x30 セ ンチ で 75 キ ロ , 18 セ 
ンチ x32 セ ンチ で 52 キ ロ の クマ が は いっ 
て いた こと が ある 、 冬 ご も り の 穴 か ら 出 
る の は , 地方 に よっ て 異な る が , 雪 の 消 
える 3, 4 月 で ,、 雌 グ マ は 雄 グ マ よ りゃ 
お そく 出 て くる こと が 多い .。 

これ は 、 雌 グマ が 冬 ご も り の 間 に 出 産 
し 、 子 グマ を 連れ て いる た めで ある 。 出 
産 は 2 月 中 ・ 下 名 で , ふつ う 2 頭 、 そ れ 
る 雌雄 1 頭 す ずつ の こと が 多い 、 生 まれ た 
子 グ マ は 秋 ま で 母 グ マ に つい て 歩く が , 
冬 ご も り の と き に は 別れ る も の と , 母 グ 
マ と いっ し ょ に 冬 ご も り の 穴 に は いる も 
の が ある 。 出産 は 2 年 に 1 度 と いわ れ て 
いた が 、 動物 園 な ど で は 毎年 出産 する も 
の が ある の で 、 自 然 状態 で も 毎年 出産 す 
る も の が ある の で は な いか と 考え られ 始 
め て いる 。. 

3 歳 ぐ らい で 成 瓶 し 、 命 は 15 一 30 年 
で ある 。 体温 は 37 度 、 呼 吸 数 は 1 分 間 35 
回 くら いで ある が 、 冬 ご も り 中 は 体温 15 
度 、 呼 吸 数 は 1 分 間 た っ た 3 回 で あっ た 
と いう 測定 結果 が ある 。 ま た 、 和 妊娠 期間 
は 210 一 270 日 と いわ れ て いる 。 

ツキ ノワ グマ の 人 行動 範 朋 は どの くら い 
か 、 な わ 張 り (テリ トリ ー) が ある か , 
な ど は よく わか っ て いな い が 、 地方 に よ 
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っ て 地 グ マ (移動 し な い ク マ ) と 渡り グ 
マ (移動 グマ ) が ある と いわ れ て いる と 
ころ が 多い 。 ア メリ カ で 捕 失 し た クマ に 
標識 を つけ て 離し た と ころ , も っ と も る を 移 
動 し た も の は 31 キ ロ で あっ た と いう 報告 
が ある の で 、 ツキノワグマ も か な り 広 く 
歩き まわ る と 考え られ る 。 

クマ は ふつ う 1 頭 か 、 あ る い は 子 グ マ 
を 連れ た 母 ケ マ で 、 ほ と ん ど が 単独 行動 
を し て いる 。 行動 時 間 は 早朝 より 深夜 に 
及ぶ 。 ク マ は 木 に つめ 跡 を つけ て な わ 居 
り を 宮 言 する と いわ れ て いる が 、 こ の つ 
め 跡 は 木の実 を 食べ に 登っ た と き の つ め 
跡 や 、 ス ギ や ヒノ キ の 皮 を は いで か じ っ 
た あと の こと が 多い 。 魚の アユ や 鳥 の オ 
オォ ルリ, メ ボ ソ に 見 られ る よう な 、 は っ 
きり し た な わ 張 り が ある か どう か は 疑わ 
し い 。 し か し , クマ の 行動 範囲 が 天然 林 
の な か で も 食べ 物 の 多い と ころ , 冬 ご ゃ 
り の 穴 の ある と ころ 、 猟師 の 近づけ な い 
と ころ な どの 制限 を 受け て いる こと は 確 
か で あり , クマ の よく 出る と ころ は だ い 
た いき まっ て いる 。 


山林 に 害 を な す ク マハ ギ 


ツキ ノワ グマ が 害 獣 に され 、 害 獣 駆除 
と いう 名 の も と に 捕獲 奨励 金 が つけ られ 
て いる の は , クマ が 人 を 襲う か ら で は な 
く , クマ が スギ や ヒノ キ な どの 針葉樹 の 
皮 を は いで し まう か ら で あ る 。 

これ を 「 ク マハ ギ 」 と 呼ん を で いる 。 ス 
ギ 、 ヒノ キ の 被害 が も っ と も 大 きい が , 
っ) 選 究 。 ゴ コウ マ 必 。 ペペ 。 カラ マ 
ツ 、 ド イツ トウ ヒ ,、 シ ラベ, ウラ ジロ モ 
ミ な どの 針葉樹 や 、 ま れ に は ホオ ノ キ 、 
クリ , サワ グル ミ 、 シ ナノ キ な どの 広葉 
樹 の 皮 も や はぐ 。 こ の 「 ク マハ ギ 」 は 春先 
の 食べ 物 の 少な いと き 、 一 時 的 に 皮 を は 
いで 樹液 を な め る と いわ れ て いた が , 実 
際 は 樹皮 を は いで 、 樹木 が 成長 する 器官 
で ある 形成 層 部 を か じ っ て 食べ て いる 
「 クマ ハギ キ 」 の 発生 期 は 地方 に よっ て 異 
な る が 、 4 >6 月 で あり , この 時 期 は 植 
物 の 豊富 な 時 期 だ し 、 ま た 、 針葉樹 の み 
を か じ る こと か ら 、 食 べ 物 が な いた め に 
か じ る と は 考え られ な い 。 し か し , な 
ぜ 、 針葉樹 の 皮 を は いで か じ る の か よく 
わか っ て いな い 、。 

クマ は 、 まず スギ や ヒノ キ の 樹皮 を 歯 
で か じ り , 歯 と 前 足 で 引っ ぱる 。 樹皮 は 





"や 、 ・ 22 、 0S 
クマ ハギ 針葉樹 の 皮 を か じ り 、 は いで し まう 
写真 は スギ 1966 年 京都 府 美山 町 芦 生 演習 林 


時 5 センチ くら い に 裂 け 、 2 て 4 メ ー ト 
ル の 高 さ まで むけ て し まう 。 こ れ を 繰り 
返し 、 幅 30 セ ンチ くら い に し て , 口 の 届 
く 範 囲 1 て 1.5 メー トル の 高 さ まで を か 
じ っ て いる 。 歯 の あと は 上 下 に ほ ば 垂直 
に すき まな くつ いて いる が , 地 際 で は 横 
向き に か じ っ て いる の で 、 か ん だ 跡 は 大 
き な 傷 に な っ て いる 。 

ふつ う , 直径 20 セ ンチ 以上 の 大 き な 木 
を 選ん で か じ る こと が 多い が , 直 委 8 セ 
ンチ の スキ ギ を か じ っ て いた こと も ある 。 
ー 度 に 5 て 10 本 を 選ん で か じ っ て いる こ 
と が 多い 。 傾 斜 地 で は 山側 の み を か じ っ 
て いる よう に 、 立ち 木 の 全 周 明 を か じ る 
こと は 少な い が 、 樹皮 を は が れ , 形成 層 
を か じ ら れ る と 木 の 生 長 が 止ま り 、 全 周 
囲 の 90 パ ー セ ント を か じ ら れ る と 枯れ て 
し まう 。 か じ ら れ た 部 分 は 腐っ て , 木材 
と し て 利用 で きる 部 分 が 少な く な り , 品 
質 も 悪く な っ た り ,、 また , 搬出 で き な い 
こと も 多い の で , 山林 の 害 獣 と し て た い 
へ ん きら われ て いる 。 


木 の 上 に 円 座 を つく る 


秋 も 深く な る と ,、 クマ は 食欲 の 秋 を 迎 
える 。 3 、 4 か 月 の 冬 ご も り の 間 、 何 も 
食べ な い の だ か ら , た くさ ん 食べ て 皮下 
脂肪 と し て た くわ えて お か な けれ ば な ら 
な い 。 き ミズキ 5 グリッ ミズ ナラ ユナ 
ラ , ウラ ジロ ガ シ , カナ クキ ギ ノ キ 、 クル 
ミ な どの 実 が な る と , クマ は これ ら の 木 
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ー レ 人 スッ イー レシ イア 。 マ ン と と レン 
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RS EE セラ メル 


クマ が 甘味 を 好む 動物 で ある こと は 
強く 人 々 に 印象 づけ られ て いる 。 蜂 窒 が 
大 好き だ と いう の も 一 つの 理由 だ が , 甘 
っ た る い 食 品 と クマ を 直結 させ た の は , 
何と 言っ て も る ボリショイ サー カス で 使わ 
れ た 角砂糖 の せい だ っ た 

僕 も その あり さま を 見 て 目 を 見 張っ た 

- 人 で ある あれ は ほど 大 き な ク マ が 、 希 
と 呼ば れる 動物 の 中 で 馴れ 難い と 言 


どん べ え は 、 最 初 に 覚 


上 え た 味 に 固執 し た が . 
玉 ーーーーーーーーーーーーーー * 
に 登り 、 核 を 折っ て 木 の 上 で 実 を 食べ 


5 た 枝 が 樹 導 の な か や 枝 の 上 に か 


の MO 
くっ た よう に 見 える こ と が ある 

これ を 地方 に よっ て 円 座 」「 ゆか 」 
棚 な が どき 呼 00CKN の も の.、 グル ミ 


カキ ,、 ミズ ナラ な ど で は 枝 が 先 の ほう ま 
で 太い の で , 形 は 欄 雑 で ある が 、 ミ ズ キ 
な ど で は 枝 が 細く , きれ いな 形 を し て い 
る こと が ある 。 ミズ キ で は 直径 8 セン チ 
の 木 に も 登っ て 実 を 食べ て いた 。 

クマ に よる 被害 と し て は 、 
ギ 」 の ほか に カキ や クリ の 果実 を 食べ 、 


es み ンマ 


枝 を 折っ た り 、 ミツ バチ の 巣箱 を 襲っ た 
りす る こと 。 ベ ン キ を 塗っ た 道標 、 案 内 


標識 を 破壊 する こと 。 そ れ に 人 間 に 与 え 


WI 





われ る クマ が , 楽し い 芸 を し た 後 で 角 砂 
村 を 貰う Wooo その 後 の 表 情 に は 、 好 き な 
も の を や っ と 手 に 入れ た 素直 な よろ こび 
が ある よう に 見 えた 

以来 クマ と 甘味 は 僕 の 頭 の 中 で し っ か 
り 結 び つ いた が 、 時 々 ふと 疑問 が わか ぬ 
で も な か っ た 


動物 に は 味 を 見 分 ける 能力 が 与え られ 
必要 上 狂 得 し た と 言っ て 


で いる 。 い や, 


し だ い に い ろ い ろ な も の を 食べ る よう に な っ た 


る 傷害 、 恐 怖 感 な ど が ある が 、 最 近 、 人 
骨 と の 摩擦 、 傷 害 が あちこち で 発生 する 
ボ う に な ちら ただ た 。 


天然 林 開 発 に よる 絶滅 の 危機 


し か し , 現在 わが 国 で は 奥地 の 林道 開 
発 と 天然 林 の 伐採 が 急速 に 進ん で いる 。 
天然 林 の 伐採 、 人工 林 の 造成 は クマ の 食 
べ 物 と な る 木 や 草 を な くし て し まい , 冬 
ご も り に 適する 大 木 の 樹 洞 を も 存 っ て し 
まう 。 と くに 、 ク マ の 冬 ご も り に 適する 
2v( ド グ ナ ノ キ 。 ミズ ナラ 。 スギ そ な ど 上 直 徒 
1 メー トル を 越え る 大 木 で 、 そ の 数 は 数 
ヘクター ル に 1 つく らい し か な い の で , 
天然 林 の 伐採 は 、 ク マ に と っ て は 致命 的 
な 打撃 を 受け る こと に な る 。 冬 ご も り で 
き な け れ ば 死ん で し まう し , 母 グ マ は 冬 








畑 正憲 


も 同じ だ が 、 ご く 下 等 な 動物 に も ゃ その 能 
力 は ある よう だ 。 僕 は 大 学院 の 2 年 間 ア 
メー バ を 飼っ て いた けれ ど , 最 下 等 と 言 
われ る この 動物 に も ゃ 一種 の 味覚 が ある 
か ら だ に 触れ る すべ て を 体内 に 取り 込む 
の で は な く , 主食 で ある 繊 昌 の 味 が 
捕食 活動 を 開始 させ る の は 確か で ある 
動物 の 進化 が 進む な と 、 味 に 対す る 反応 
ゃ 複雑 に な り 、 つい に は 舌 と いう 味 を 判 
別 す る た め の 特 別 な 器官 が 分 化し た 、 け 
れ ど それ で 味 に 対す る 敏感 さ が 増し た と 
する の は 危険 で ある 。 味 に 対し て 適応 力 
が 広い 雑食 性 の 春 椎 動物 より 、 何 か ー つ 
の も の し か 食べ ぬ 下 等 動物 の 方 が 、 味 に 
対し て 敏感 で も る か も る し れ ぬ か ら 。 

し か し 味 に 対し て 最も 小 う る さい 動物 
は 、 これ は 間 四 い な く 人 類 で あろ う 。 そ 
の 食品 の 数 の 膨大 さ は 一 頭 地 を 抜い て い 
る ツバメ の 巣 を 食べ て みた り 、 到 の 目 
ド だ け 食 べ て みた り , 果て は 石油 を 加工 
し に で 食べ た りす る 。 

それ で い て 妙 に 律 気 な と ころ が あり 、 
ほとん どの 文明 人 が 化学 調味 料 を うま い 
と 感じ た りす る の で ある 。 味覚 の 幅 を 広 
す て は いる が 、 そ の 底 に 意外 と 単純 な 原 
理 が ひそ ん で は いな い だ ろ うか 

た と えば 本 能 と し て 今 な お 受け 継が れ 
て いる も の に 、, 腐 肉 に 対す る 反応 が あ 
る 。 匂 いま で 広 閉 の 味 の 中 に 含め て し ま 
腐 肉 を 口 に 含ん だ 時 の あの 何と 
ゎ 脆 な 感じ は 、 本 能 と し か 言い よう が な 
いで は な いか 

鮮度 も その 1 つ で ある 。 新鮮 な 魚 と 古 
い 魚 を 同時 に 前 に 出さ れ た ら 、 大 抵 の 人 


うな ら 、 


ご も り 中 に 子 グ マ を 生む の で 、 冬 ご も り 
で き な い と いう こと は , クマ の 一 挙 全 減 
を 意味 する 

ツキ ノワ グマ は 、 ま だ 7000 頭 も いる と 
いわ れ て いる が 、 毎年 の 捕獲 数 は 800 一 
1000 頭 に も 達し 、 天 然 林 の 急激 な 減少 





円 座 折ら れ た 枝 が まる で 巣 の よう に 見 える 写真 


は クリ 1970 年 京都 府 美山 町 芦 生 演習 林 














が 新しい 方 を 選ぶ だ ろう 。 そ の 行動 を う 
な が す も の は 何 か 

人 に つい て の 生物 学 に は 解決 し な けれ 
ば な ら め ぬ 問 題 が 山積 し て いる 。 そ れ を 考 
える に つけ て も 、 ク マ が 甘い る の を 和 谷 し 
が る こと が 僕 に は 不思議 で な ら な か っ 
だ 

角砂糖 の よう な 極端 に 甘い も る の を 好む 
の は 、 明 ら か に 後天 的 な る の 、 と 言っ て 
正確 で な けれ ば 人 が 目 ざ め させ た も の だ 
ろう 。 自然 界 に 砂糖 の か た まり は 落ち て 
いな い は ず だ 。 

それ で は , 甘い も る の な ら 何 で も いい の 
か 。 た と えば 成 鹸 に な っ た クマ に 甘い 味 
つけ を し た も の を 与え れ ば , よろ こん で 
満足 し て 眠っ て し まう の か 。 そ れ 
と も 人 間 の いわ ゆる 嗜好 品 に 当たる の で 
あろ うか 

僕 は その 点 に 前 々 か ら 興 味 を 抱い て い 
だ た 。 だ か ら ど ん べ ペ え を 飼う に 当たっ で 、 
人 間 が 食べ る も る の を な る べく 多く 、 た ら 
ふく 食べ させ て みよ うと 決心 し て いた 。 
むろ ん 1 頭 の クマ で 結 郊 を 得 よう と する 
の は 安易 に 過ぎ る が 、 喘 聞 動物 の 味覚 を 
考え る 儀 自 身 の 目安 に な る 。 

その 手始め と し て 、 キャ ラメ ル を 与え 
て みた 。 す る と どん べ え は 、, 慎重 に 近 寄 

、 長 い 時 間 を か け て 匂い を 喫 い だ 後 で 
も うし わけ 程度 に 大 め て みた だ け だ っ 
7 を 。 

そこ で , 僕 が ロ に 入れ て 鴨 み 小片 に 

し て 口移し で 食べ させ で みた 。。 と カラ 
リ と 態度 を 変え 、 と び つ く よ う に し て 食 
べ る で は な いか 


食べ , 


に よっ て も る 生 忌 地 を 等 われ て いる の で ,、 
今後 、 その 数 は 急速 に 少な く な っ て いく 
で あろ う 

クマ の 生 選 し て いる よう な 奥地 で も 天 
然 林 の 開発 が 進み な に つれ て 、 クマ と 人 潮 
と の 摩擦 も 大 きく な り , クマ に よる 傷害 
事件 が 起こ っ て いる 。 こ れ も ク マ の 生息 
地 で ある 天然 林 を 開発 し 、 ク マ の すみ か 
を 息 っ て し まっ た こと に 原因 が ある と み 
CS2 が か る う 。 

クマ は 、 大 き な 面 積 の 天然 林 で な いと 
種 の 保存 が で きず 、 シカ 、 サ ル , イノ シ 
シ な ど よ りゃ も , ずっ と 早く 絶滅 する 危険 
性 が ある 。 エ ゾ ヒ グマ と 並ぶ 、 わが国 最 
大 の 野生 動物 ツキ ノワ グマ が すむ 、 純粋 
の 原生 林 を 残し て お きた いも る の で ある 。. 
画 (写真 は すべ て 筆者 が 撮影 し た も の ) 








貞和 


の 











3 個 ほ ど 食 べ さ せ 、 

お の な WE g 六 ペロ 

そう 言っ て も 聞き わけ る 相手 で は な 
い .。 も っ と くれ と ね だ り 、 僕 の 胸 を 爪 で 
か きむ し っ た 

僕 は 物資 の 補給 係 で も ある 弟 に 渡す メ 
モ に , 大 き な 字 で キャ ラメ ル と 書き そえ 
た 。 こ うし て 置け ば , 海 が 荒れ な い 限 り 
導 朝 に は 現品 が 届く の で ある 

その 翌朝 、 早速 届い た キャ ラメ ル を 僕 
仁 品 移し で どん ペペ え に な 革 た 。 と ころ が 
彼女 は 、 一 引 口 の 中 へ 入れ た も の を 吐き 
だ し て 、 杯 機 嬢 を そう に な っ た 。 

PF キャ ラメ ル だ で どん べ え 」 

再度 ここ ろ み た が 駄目 だ っ た 

変 だ 、 お か し い 。 一 夜 に し て 嗜好 が 変 
わっ た の か 

時 間 を 置い て また や っ て みて , し た た 
か 英 を 唆 まれ た 後 で 僕 は キャ ラメ ル の 
銘柄 が 違っ て いた こと に 気づい た 最初 
に 偶然 外 えた も の は 、 娘 が 食べ て いた ハ 
イソ フト と いう ちょ っ と 値段 の 高い も の 
だ っ た の で ある 。 

さあ 大 変 だ 。 こ れ は 高級 な クマ だ ぞ 。 

僕 は 張り 切っ て 弟 を うな が し ,、 対岸 の 
町 へ 船 を 走ら せ 、 雑貨 屋 で 売っ て いる あ 
り と あら ゆる 銘柄 の キャ ラメ ル や どん べ 
え が 好 きそう な 食品 を あさ っ た 

了 Th 想 は ビタ リ 的 中 。 人 彼女 は ハイ ソフ ト 
な ら 前 日 に も 増し た 熱心 さ で 食べ た 、 け 
れ ど ゃ る 他 の 銘柄 の キャ ラメ ル に は 見 向き 
も し な か っ た 、 と 同時 に 、 問 も な く 口 移 
し で は な く , 中 に 乗せ て 置い て も 食べ る 
お の 7 た つと 

これ は 実験 に は 好適 で ある 。 僕 は 10 種 
類 の キャ ラメ ル を 混ぜ て 置い た が 、 どん 
べ え は その 中 か ら 見 事 に ハイ ソフ ト を 選 
び 出 し て 食べ た 。 その 幸福 そう な 顔 / 

それ を 見 た 妻 は 、 
「 ま あ , この 子 の 交 沢 な こと 。 こ れ で は 
先 が 思 いや られ る わ 」 

と 嘆い た が 、 続 いて 行なっ た 実験 で 先 
が 見 えた 

動物 は チー ズ が 好き で ある ,。 だ か ら 僕 
は ご く あ り ふ れ た ミッ クス チー ズ を 与え 
て いた の だ が , それ より 高級 な チー ズ を 
た くさ ん 仕入れ て き て いた 。 高 級 …… つ 
まり 値段 の 高い も の を 。 

する と それ を 食べ な いで は な いか 。 ど 
ん べ え は 値段 で 食品 を 見 分 け て いた の で 
は な く 、 初 め て 巡り 合っ た 微妙 な 味 を 民 
えて いた の で ある . 

私 た ち 家族 は 感心 し て 話し 合っ た 

「 す げ え 能力 だ な あ 」 

「 人 間 よ り 食 いも の に 節 操 が ある な あか. 
イン チキ 食品 の 検査 官 に どん べ え が な る 
と , つぶ れる 会 社 が 出 て くる ぞ 」 

「 甘 い だ け じゃ ダメ みた いよ 。 角砂糖 を 
食べ な いも の 」 

「 そ れ じ ゃ コ 

と 私 は 、 念 を 押す よう に つけ 加え た 





「 初め に 食べ させ る も の は 、 値 段 の 安い 
も の に し よう よ 。 今 に わ が 家 一 の 大 食 漢 
に な る の だ か ら 」 

「 キャ ラメ ル 倒 産 な ん て カッ コ 悪 いし 
ね 。 せ め て 松阪 生じ ゃ な けれ ば 食わ ん 
ぞ , と 言っ て くれ れ ば 倒産 の し 申 斐 も あ 
る の だ けど 」 

以後 も 僕 は 違っ た キャ ラメ ル を 食べ さ 
せ 続 けた 。 と , どん べ え は 、 数 十 日 後 に 
は あら ゆる 銘柄 の キャ ラメ ル を 食べ る 
し , チー ズ を 央 別 す る こと も な く な っ 


動物 渡来 記 


他 の 食品 と の バラ ンス の 面白 さ は 項 を 
更 め て 紹介 し な けれ ば な ら ぬ が 、 ど ん 
べ え が ハイ ソフ ト に 固執 し た の は 、 ひ ょ 
っ と する と 離 孔 期 特有 の 野生 動物 の 姿 で 
ある か も し れ な い 、 母 親 に 連れ られ て 穴 
の 外 に 出 た 瞬間 か ら 、 子 アゲ アマ に は まっ た 
く 新 し い ほ と ん ど 無 限 と いっ て も よい 広 
大 な 自然 の 生活 が 始ま る 、 そ こ に は 、 何 
みこ むべ きも の と そう で な いも の が , 山 
ほど ある は ず で ある 


ン か 5 ポ だ オラ ン ウ ーー タ シ 


明治 前 に 日 本 に 持ち 込ま れ た 類人猿 
は 、 オラ ン ウ ー タ ン た だ 1 種 。1792 年 と 
1800 年 の 2 度 き て いる 。 オ ラン ダ 船 で 
ジャ ワ (イン ドド ネシア) か ら 運 ば れ て き 
て , 長崎 出島 の オラ ンダ 商館 長 (カビ タ 
ン ) が 、 江 戸 の 徳川 将軍 に 挨拶 に いく と 
き の 献 上 物 に する 予定 の も の で あっ た 。 
と ころ が 、 長 崎 上 陸 後 いく ば くも た た ぬ 
うち に 死ん で し まっ た の で , 記録 に 残っ 
た だ け で 、 多く の 人 びと の 目 に は ふれ ず 
じまい に な っ た わけ で ある 、。 

類人猿 は この 「 動 物 百 科 」 に は も う 載 
っ た し 、 オ ラン ウー タン は その 3 号 と 4 
号 に みごと な 写真 が で て いる 。 今 で は 日 
本 の お も な 動物 園 な ら ば ,、 ゴリ ラ 、 チ ン 
バシ ジー テ ナ ガ ザル と と ども に オラン 
ウー タン る 飼育 し て いる か ら 、 類 人 猿 は 
ひと と お り 見 る こと が で きる 。 じじ が し 
上 に あげ た 年 代 で は 、 類人猿 は は じ め て 
の 渡来 で も る か ら 、 人 に よく 似 て いる と 
いう うわ さ は それ か ら そ れ へ と ひろ ま 
り 、 な か で も 異国 の 動物 に 興 味 が ある 知 
議 人 た ち は 、 そ それ に つい て 何かと 知り た 
いと いう 研究 欲 を そそ られ た 

類 人 療 の うち で , オラ ン ウ ー タ ン だ け 
が 運ば れ て きた の は 、 そ の 原 産地 の ボル 


上 野人 益 ニ 


ネオ や スマ トラ に 近い ジャ ワ が 、 オラ ン 
ダ の 東 イ ント 会 社 の 日 本 へ の 基地 で あっ 
た か ら で あ ろう 。 ゴ リラ や チン バン ジー 
の よう な アフ リカ 産 の 類人猿 は 、 捕 える 
こと は も と より 、 運 ぶ ぶ こと も で き な か っ 
た か ら に 違い な い 。 

1792 (寛政 4 ) 年 、 長 崎 に きた オラ ン 
ウー タン に つい て は 。 平戸 の 城主 松浦 
岐 守 ( 静 山 ) の 著 わ し た 「 早 子 夜話 」 と 
いう 見 聞録 に 記事 と 図 が ある 。 ま た 、 仙 
台 藩 区 で オラ ンダ 語 に 精通 し て いた 大 材 
決 ( 般 水 ) が 、 池 永 更 洲 と いう 人 の 話 
を も と に 、 オラ ンダ 語 の 動物 の 本 を 参照 
し て , その 記事 を つく っ て いる 。 池永 更 
洲 は 、 その 年 の 7 月 23 日 に , 長崎 出 鳥 の 
オラ ンダ 館 へ 通訳 と と も に 出かけ て , 親 
し く オ ラン ウー タン を 見 た の で ある 。 

1800 (次 政 12) 年 の 夏 に 長崎 に きた オ 
ラン ウー タン は 、1792 年 に きた も の より 
も ずっ と 大 きく 、 老 喘 で あっ た 。 長 崎 の 
税 更 高木 氏 の 別荘 に 地 け て 飼育 し た が 、 
これ も また 病気 に な っ て 死ん で し まっ 
た 。 こ れ に つい て も る も 大槻 玄沢 が 記事 を 残 
し て いる 。 身体 各部 の 寸法 を 書き と め て 
ある ほか 、 両 股 を 開い て ゆっ くり 歩く と 
か 、 サ ツマ イモ や ゆで 卵 を 好 ん で 食べ る 





私 た ちの 仲間 





ここ ケ ネ ボ ク 島 で は 、 キ ャ ラメ 
ル を 1 箱 買う に も 、 対 岸 の 町 ま 
* で 船 を 走ら せな けれ ば な ら な い 





そし て また それ ら の 一 つ 一 つ は 、 似 通 
っ て は いる が 敏 妙 な 差 を 持っ て いる 。 そ 
の 違い を 味わい 分 け わ ば , 死に つなが る 
こと だ っ て ある 

その 意味 で 子 ケ マ に は , これ は 安全 だ 
と いう 食品 に 固執 する 能力 と 保守 性 が 中 
わっ て いる の で は な か ろう か 、。 

野生 と は 一種 の 保守 的 な 生活 態度 と も 
言え を よう か 。 そ の こと を 僕 は 、 これ か ら 
た っ ぷり 思い 知ら され る だ ろう 。 画 


日 本 学士 院 刊 「 明 治 前 日 本 生物 学 史 より 
と か , それ ら を 食う と き に は て いね わい に 
皮 を むき 、 その 辺 に 散乱 し た も の を 払い 
の けた りす る よう に 清 涯 好き で あり 、 
枕 や 布 肝 を 全 え る と それ を 使う こと を 
知ら ず , 怪し げに 手 に 取っ て 見 た うえ で 
引き 有 像 いて 中 身 の 綿 を 引き だ す な ど , い 
ろ い ろ な こと が 書い て ある 
アジ ア で も っ と も 大 きい サル で ある オ 
ラン ウー タン が 、 せ っ か く 持 ち 込ま れ な 
が ら 両 者 と も 死ん だ の は まっ た く 憶 し い 
が 、 長 崎 の 洋風 画家 荒木 如 元 の すぐ れ た 
写生 図 が 残っ て いる の は 、 せ め て も の 喜 
ド で ある 。 そ の 絵 の 注 に は 、「 阿 郎 鳥 和 
営 」 と ある 。 画 
(動物 学者 ) 
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私 た ちの 仲 問 


ヤモリ の 脱皮 


昨年 あたり か ら , 東京 で は 夏 に な る と 
「 光 化学 スモ ッ グ 」 な る えた い の 知 れ な 
い 怪 物 が 色 威 を ふる っ て いる 。 そ の オキ 
シダ ント 濃度 が 、 も っ と も ゃ 高く 測定 され 
る 杉並 周辺 は 、 その た めか どう か わか ら 
な い が , この 2 , 3 年 の 間 、 それ まで 件 
初 し て いた カナ へ ヘビ, トカ ゲ の 類 が 急激 
に 減っ て し まっ た 。 

し か し , この よう な な か で も , が ん ば 
っ て いる の が ヤモリ で ある 。 ヤ モリ は 
「 家 守 」 と 書く よう に , 人 家 に よく すみ 
つき , 夜行 性 で グロ テス ク か 風体 に 似 あ 


伸 間 の ひろ ば 


2 つの 群れ 

1 年 ほど 前 に な る が 、 友人 に 誘わ れ て 
箱根 に = ホン ザル を 見 に いっ た こと が あ 
る 。 書物 で し か 知ら な いか れ ら の 生態 
を , この 目 で 見 られ る 期待 に 、 わ た し は 
胸 を お どら せ て いた 。 

最初 の 一 洋 は , まだ 餌 づけ され て まる 
な いと いう 、 途 中 で 車 を 降り 、 細 い 山 道 
を 少し ば か り 歩 く と , 一 筋 の 沢 を 中 心 に 
少し 開け た 場所 が あり 、 か れ ら は そこ で 
思い 思い に 遊ん で いた 。 そ れ は まっ た く 
思い 思い に と いう 形容 が ふさ わし い 姿 だ 
っ た 。 

友人 や わた し の 妹 が カメ ラ を 子 ザ ル に 
向け る と , 子 ザ ル は キキ …… と いう よう 
な 声 を 発し た 。 す る と , どこ に いた の 
か 、 い まま で 姿 の 見 えな か っ た ボス ザル 
が , まさ し く 風 の ご と く 現 われ , こち ら 
に 向かっ て すさ まじ い 成 泡 を 始め た 。 わ 
た し は ニホン ザル の 威 帳 と いう も の を は 
じ め て 知っ た の だ 。 

ショ ル ダ ー バ ッ グ か ら ミ カン を 取り だ 
し た と き 、 また も や 感動 的 な シー ン に ぶ 
つか っ た 。 一 系 乱 れ ぬ みごと な 同心 円 構 
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読者 の アル バム 3 
写真 と 文 大 田 一 男 


わ ず , 意外 な あい きょう 者 。 雷 雨 に な る 
と 不思議 に 、 雨 の 吹き つけ な い , イナ ズ 
マ を 反射 する ガラ ス 戸 に 10 数 匹 が 集まっ 
で く ⑬ ろ 。 
写真 の ヤモリ は 、 体長 約 20 セ ンチ の 大 
型 で 、 頭 か ら 尾 の ほう へ 脱皮 を し て いる 
最 中 。 眼 内 (が ん けん ) が な い の で , 
瞬 膜 (し ゅ ん まく ) も いっ し ょ に 脱皮 し 
て し まう 。 い ずれ に せよ , えさ と な る 昆 
虫 (こん ちゅ う ) な ど が 減っ て いる 現 
在 、 ヤ モリ の 先行 き が 心配 で ある 。 画 
(東京 都 ・39 蔵 ・ 高 校 教員 ) 


造 だ 。 わ た し は 身 城 いし た 。 そ れ は まさ 
に ひと つの 芸術 だ っ た 。 書物 に は こん な 
感動 的 な こと は 記し て な か っ た 。 わ た し 
は 感涙 を 流さ ん ば か り だ っ た 。 

し か し , その 鮭 れ を 離れ て 、 もう 1 つ 
の 災 れ を 見 た と き 、 わ た し は 幻滅 を 味 わ 
わ さ れ た 。 駐 車場 が その まま 採 銅 場 で あ 
る らし く , そこ に は 人 の 群れ まで あっ 
た 。 エ テ 公 ども の 餌 づ け も 長い らし く 、 
群れ は ルー ズ だ っ た 。 

群れ に 厳格 な も の と , ルー ズ な も の と 
が ある こと は 知っ て いた が , そこ まで ル 
ー ズ な 群れ が ある と は 、 わ た し の 知識 で 
は 予測 も つか な か っ た 。 採 餌 の 順位 は 皆 
無 。 子 ザル が いた ずら され て も , ボス と 
お ば ぼ ば し き や つ は 売店 の 屋根 に 寝そべっ 
て 、 知 ら ぬ が 半兵衛 と きた も ん だ 。 な ん 
の 等 戒 の そ ぶ り も な く , 人 間 の 手 か ら え 
さ を も ら っ て ほお ば る 。 京 く 記 く 太 っ 
て , 筋肉 に 力 強 さ が 感じ られ な い 。 思 わ 
ず ボ ポス に 石 を 応 つ けた く な っ た 。 

自然 保護 大 賛成 。 自然 過 保護 大 反対 。 
人 負 づ け す る の も いい 、 野 猿 公園 けっ こう 
だ 。 だ が 自然 保護 と は 、 た だ ルー ズ に 放 
し 飼い する こと で は な い は ず だ 。 副 

(横浜 市 ・ 相 馬 利 光 ・22 歳 ・ 俳 優 ) 











担当 


穫 浦 宏 

(上 野 動物 財 水 族 館 飼育 係長 ) 。 

< 問 > カニ を 飼っ て いた ら , 水槽 の 中 に 
カニ の 抜け が ら が 落ち て いま し た 。 カニ 
は どう や っ て 脱皮 する の で すか 。 

(水戸 市 ・ 黒 田 久 ・13 蔵 ・ 中 学生 ) 
< 答 > 本 誌 23 号 で カニ の 脱皮 に つい て 少 
し ふれ まし た が , 今回 は 詳し く 述 べ て み 
まま の 。 

イソ ガニ や アカ テ ガ ニ の よう に 日 本 じ 
ゅ うに 分 布 する 種類 は カニ の な か で も 飼 
いや すい 栖 類 で す 。 生 の 魚や ニ ボ シ , シ 
ラス ボ シ な ど を えさ と し て 与え , 飼っ て 
いる うち に 成長 し て きま す 。 と いっ て 
も る, カニ は 甲 が 大 きく な る の で は な く 、 
脱皮 する た びに , ひと まわ り ず つ 大 きく 
な る の で す 。 は じ め て カニ を 飼っ た 人 
が , この 脱皮 を 知ら ず 、 死 ん で し まっ た 
も ゃ の と あき ら め て いた と ころ , 水槽 の 中 
に 、 ひ と まわ り 大 きく な っ た カニ が は い 
まわ っ て いる の を 見 て びっ くり し た , と 
いう 話 も た くさ ん あり ます 。 

えさ を じゅ う 志 ん に 与え て いる うち 
に 、 カニ = ニ は 甲 の 下 に 新しい 甲 を つく り ま 
す 。 新 し い 甲 と いっ て も , か た く は あり 
ませ ん 。 小 さい 甲 か ら 大 き な 甲 が 出 て く 
る の で は な く , 外側 の 甲 を 脱ぎ ず す て た の 
ち に , 大 き な 甲 が つく られ る の で す 。 脱 
皮 は 夜 か ら 朝 に か け て し ます 。 甲 の 後ろ 
が 割れ 、 からだ を そこ か ら あ と ず さ り さ 
せる よう に し て 脱皮 する の で す 。 脱皮 し 
た あと の 甲 は 2,3 日 過ぎ な いと , も と の 
よう な か た い 甲 に な ら な い の で , 脱 皮 後 
の カニ = は, 岩 の 割 れ め や 砂 の な か に も ぐ 
っ て じっと し て いま す 。 

甲 が 柔らか いう ち に 、 ほ か の カニ や 鋼 
が 近づい て き て 襲う こと が あり ます か 
ら , カニ を 飼う と き に は , こう し た と き 
の た め に , 岩 や 土 で 小さ な 山 を つく っ た 
り し て , カニ の 陣 れ 家 を 用 意 し て や ら な 


避 原 稿 募集 じ 
本 誌 『 私 た ちの 仲間 』 で は 、 次 の よう 
な 原稿 , 写真 を 募集 し て いま す 。 
支 仲間 の ひろ ば 支 ペ ッ ト 相 談 室 区 読 
者 の 研究 交 動 物 写真 そ の 他 
原稿 の 長 さ は 原則 と し て 400 字 詰 原 稿 
用 紙 2 枚 以 内 。 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 
電話 番号 を 明記 し て くだ さい 、。 
採用 分 に は 薄 謝 ま た は 記念 品 を 進呈 し 
ます 。 
[あて 先 ] 東京 都 千 代田 区 有楽 町 2 の 3 
朝日 新聞 社 「 世界 動物 百科 編集 肖 
『 私 た ちの 仲間 』 係 














けれ ば な り ま せん 。 サ ワ ガ ニ や エビ , ヤ 
ドカ リ な ども , カニ と 同じ よう に 脱皮 す 
る の で , 飼い 方 に は じゅ うぶ ん 気 を つけ 
て くだ さい 。 脱 い だ 甲 を その まま に し て 
お く と , 食べ て し まう の が 観察 で きる で 
し ょ う 。 画 


< 問 > ムラ サキ ウニ を 採集 し て きま し た 。 


えさ は 何 を や っ た ら よ いで し ょ うか 。 
(逗子 市 ・ 引 田 潤子 ・15 蔵 ・ 学 生 ) 

< 答 > 日 本 の 海岸 に ご く ふ つう 見 られ る 
ムラ サキ ウニ = は, 侍 問 は 岩 の 陰 に 隠れ て 
いま す が 、 人 際 に な る と トゲ の あい だ か ら 
細い 管 足 (か ん そく ) を 出し て ,、 は い だ 
し て きま す 、 そ し て 海 党 を 食べ て 歩き ま 
す 。 水 槽 の 中 で 飼う 場合 、 生 ワカ メ が あ 
れ ば いち ば ん よい の で す が ,、 干し ワカ メ 
を 水 に つけ て ふやかし た も の で も , コン 
プ で も 食べ ます 。 た だ し 夏 の 間 、 水 温 が 
高い と き に は , 朝 に 海藻 を 与え た ら 夕方 
に は 取り だ す よ うに し まし ょ う 。 海 藻 が 
分 解 し て 海水 中 に と け だ し て くる と 、 せ 
っ か く の ム ラサ キ ウ ニ も 死ん で し まい ま 
す 。 バ フン ウニ も 海藻 を 食べ ます 。 当 然 
の こと な が ら , 海水 は 循環 ろ過 し な けれ 
ば な り ま せん 。 

ウニ と 同じ よう に ,、 トゲ を まとっ た 動 
物 の ヒト デ に は 、 ア サリ の むき 身 を 与え 
ます 。 イ トマ キ ヒ ト デ や キ ヒ ト デ は , か 
ら だ の 中 心 の 下 側 に ロロ が あり ます 。 え さ 
を 管 足 に 吸い つか せる よう に し て 触手 に 
近づけ ,、 ヒト デ が えさ を 押え つけ る よう 
に する まで 待っ て いる と , ヒト デ は 管 足 
を 使っ て 口 に も っ て いき , 骨 腔 (いこ 
う ) を か ら だ か ら 出 し て えさ を 包む よう 
に し て 食べ ます 。 あ まり えさ が 大 きい 
と , 途中 で 離し て し まい ます 。 そ の と き 
は すぐ に 取り だ さ な い と , 海水 が 腐っ て 
し まう の で 注意 し て くだ さい 。 画 


裏表 紙 説明 


チャ ッ プ マン シマ ウマ の 子ども 現在 
生存 し て いる シマ ウマ に は , 4 種類 が あ 
り 、 い ずれ も アフ リカ に 生息 する が 、 写 
真 の も の は チャ ッ プ マン シマ ウマ zz 
gzgggg gz が 9407g7。 地 の 毛 色 が 濃く , 
黒い 縛 と 縮 の 間 に , 薄い か げ 縮 が ある の 
が 特徴 で ある 。 
アメ リカ の 漫画 に , 囚人 服 の 脱獄 内 
が シマ ウマ の 群れ に まぎれ こん で 逃げ 
る 場面 が か あっ た が ,、 これ は カム フラ ー ジ 
ュ の 本 質 を 、 よ く あ ら わ し て いる 。 一 見 
は で に 見 える シマ ウマ の 模様 も , 夕方 水 
を 飲み に いく と き に は , 木 や 草 に うま く 
まぎれ る の に 役 に た つ 。 水 を 飲ん で いる 
と き は いち ば ん 無防備 な 状態 に ある の 
で , 猛獣 は 水 場 で 獲物 を あさ る こと が 多 
い 。 だ か ら シ マウ マ は 、 伊達 に バジ ャ マ 
を 許 て いる わけ で は な い の で ある 。 画 
Ph. H. Amberg/ Prenzel Press 








駒 乗 り 金太 郎 三春 人 形 


まる まる と ふと た 金 大 郎 が 、 品 を 結 
び 日 を み は っ 5 見 得 を きる 千両 役者 の 
うる 能 の 背中 に > て いる 。 熊 も むく 


r く と よく 肥え た か ら だ に 、 まん まる な 
上 首 を ふり な が ら , 足 を ふん ば っ て いる 
わずか 15.6 セ ンチ の 小さ い 人 形 だ が 、 金 
太郎 も 態 も 量感 豊か で ,、 堂々 た る 大 き さ 
を 感じ させ る 。 た だ 、 ひど く 仙 ん で * し ま 
っ て 、 条 が ほとん ど 征 落 を し, 最初 の 美 
し い 色 を 見 る こと が で き な い の が 残念 
守ら 

し か し ,、 は げ ち ょ ろ け に な っ て も る, 形 
は し っ か り と 残っ て いて , 単純 化 さ れ た 
造型 の 面白 さ は 、 じ ゅ うぶ ん に 味わえ 
る 。 人 形 の 美 し さ は , 現実 の 人 間 や 動物 
の 姿 を 、 リ アル に 表現 する こと か ら は 生 
まれ な い 。 そ の 特色 を 者 つめ て , これ 以 
上 増し も 減ら し も ゃ も できない 形 に つき つめ 
た と ころ に , 味 の 濃い 美 が 現 出す る の で 
ある 。 ど ん な 写実 的 な 態 より も , この 熊 
は 態 ら し い 生 きい き と し た 姿 を し て い 
る 

の 人 形 は , 日 本 の 人 形 の な か で も と 

に すぐ れ た 道 型 美 を も つも の で , 愛す 
べき と か 素 林 な と か いう 以 ト 上 の 、 深い 魅 
カカ を た た えた 卿 土 所 具 で ある 。 昔 の 奥 州 
三春 藩 高 柴村 、 現在 の 福島 県 田村 郡 西 田 
村 高 柴 が 、 こ の 人 形 の 産地 で あっ た 。 文 
化 文 政 頃 か ら の 長い 歴史 が あり 、 今 な お 
作ら れ て いる が , 逢い る の に は 及ば な 
い 。 木 型 に 紙 を 貼り つけ 、 型 を ぬき , 彩 
色 を し て 作る 。 熊 乗り 金 大 郎 は 、 や は 
り 、 端 午 の 節句 の 飾り る ゃ の と し て 喜ば れ 
た 人 形 で ある 。 画 (水尾 比 器 志 


高 さ 15.7 セ ンチ 





撮影 坂本 カモ 








ーーー 





と ト ュ ア っ 三 串 物 の 仙 観 察 を は じ め 、 人 と 動物 の あたたか い 流 を 揃い た 記録 ・ 作 な 
レー の ) ーー ーーーー ど を お 寄せ 下さ い 。 動物 の 種類 は 問い ませ ん 。 な お , 原稿 の 形式 WM 
| 入選 作 を 本 誌 に 掲載 する 子 定 で す の で 、400 字 語 原生 用 紙 30 覆 程度 に まとめ て 







「 朝 日 ニラ ルー ス 世界 動物 百科 」 では, ひろく < 愛育 の 記 > を 募集 し て お り ま す 。 





下 き い 。 応募 原稿 は 原則 と し て 返 示 い た し ませ ん 。 





@ 募 集 対象 
① 個 人 の 部 (共同 研究 な ど を 含む ) 


② 学 校 の 部 
A 小学 校 の 部 B 中 学校 の 部 


し 








A 小学 生 の 部 B 中 学生 の 部 O 一 般 の 部 


久 〆 切 ・ 応 募 方 法 @ 賞 @ 鶴 査 員 

昭和 46 年 12 月 31 日 必着 。 必 ず 第 | ペー ジ に 個人 の 部 岡田 要 ( 日 本 学士 院 会 員 ) 末廣 恭 雄 (東京 
住所 、 氏 名 (学校 の 部 は 学校 名 と 指導 教諭 AB 最 優秀 作 各 | 編 奨学 金 ( 各 10 万 円 ) 大 学名 誉 教授 ) 古川 晴男 (前 東京 学芸 大 教 
名 ) を 明記 の こと 。 優秀 作 各 5 編 奨学 金 ( 各 2 万 円 ) 授 ) 宮地 伝 三郎 (京都 大 学名 誉 教授 ) 山 階 
< お 問合せ と 送り 先 >〒I100 東京 都 千 代田 区 C 最 優秀 作 | 編 10 万 円 芳 麻 ( 山 階 鳥類 研究 所 理事 長 ) 安 竹 一 郎 C 朝 
有楽 町 2 の 3 朝日 新聞 社 「 世 界 動 物 百科 」 優秀 作 5 編 各 2 万 円 日 新聞 社 出版 局長 ) 大 田 信男 (世界 動物 百 
愛育 の 記 係 電話 ・ 東 京 03(212)0131 学校 の 部 科 編 集 長 ) 


AB 最 優秀 各 ! 校 理科 用 具 ( 各 20 万 円 連 ) 
優秀 各 5 校 理科 用 具 ( 各 5 万 円 辺 ) 
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